
（様式１）

①事業者名

②測定ツール名

⑥申請する測定ツー
ルの目的・概要

⑦申請する測定ツー
ルの特長・活用例等

⑧実施期間、年間実
施回数

⑨実施方式
　(CBT/PBT)

⑪受検料

⑫標準返却期間

⑬ＵＲＬ（事業者のＨＰ
における測定ツール
紹介）

事務担当者名

住所

◆検定としてのGTECは、年３回の実施日を予定しており、日程と受検できる問題タイプ等につきましては、下記の弊社GTECのウェ
ブサイトからご確認いただける予定です。

◆アセスメントとしてのGTECをご受検いただく場合は、2019年度の申込開始は2018年12月から、実施開始は2019年4月からを予定し
ております。どの問題タイプにおいても、問題内容は4月と10月に切り替え予定で、同じ問題タイプでも年に２回ご受検いただけま
す。

※上記は、大学入試成績提供システムにおいて、高校３年生時に利用できるGTEC Advancedタイプ・Basicタイプ・Coreタイプ
（2020年度～）とは異なる実施形態のテストとなります。

◆特長１：技能別の英語力をスコア型の絶対評価で測定
技能別の英語運用力を絶対評価で示しますので、英語力の伸びを実感できます。継続的に受検することで、「過去の自分からどれ
だけ成長したか」を数値で把握できます。スコアは４技能のCEFRレベル別結果を確認することができます。

◆特長２：日本の中高生の英語力を測るのに適した問題
授業で学んだ英語を「実際に使う」という手ごたえを感じられる出題です。また、背景知識に左右されないため、より正確に生徒
の現在の英語力とその伸長がスコアに現れます。

◆特長３（及び、活用例）：振り返りに役立つ充実したフィードバック
詳細な教師用帳票とスコアレポート（個人別成績票）により、次のご指導・学習のポイントが明確になります。また、生徒一人ひ
とりに音声付きの付属学習教材「スキルUPワーク」を提供します。

　活用例）長期休暇前にテストを受検し、テスト結果に応じて、休暇中に、
　　　　　「スキルUPワーク」で自身の英語力を高めることが可能です。

「聞くこと」「読むこと」「書くこと」の３技能は紙で、「話すこと」はタブレットでの実施となります。

答案弊社到着後、約１.５～２ヶ月

・検定としてのGTECをご受検いただく場合（４技能）
　９月末日実施分まで（８％税込）：6,270円
　10月実施分から（10％税込）：6,380円
・アセスメントとしてのGTECをご受検いただく場合（４技能）
　９月末日実施分まで（８％税込）：5,600円
　10月実施分から（10％税込）：5,700円

◆Advanced/Basic：合計120分
聞くこと：約25分、読むこと：約45分
話すこと：約25分、書くこと：約25分
◆Core：合計102分
聞くこと：約20分、読むこと：約32分
話すこと：約25分、書くこと：約25分

英語国語 数学

国語 基本タイプ 標準タイプ

○ ○ ○
⑤測定内容の区分

英語数学

https://www.benesse.co.jp/gtec/fs/

「高校生のための学びの基礎診断」への申請について

株式会社ベネッセコーポレーション

GTEC Advancedタイプ・Basicタイプ・Coreタイプ

③主な対象者

連絡先

2018年　6月　27日

実際の言語使用場面を前提とし、英語コミュニケーション能力を測定することを目的としたスコア型４技能検定です。授業で学ん
だ英語を「実際に使う」手ごたえを感じられる日本の中高生に適した出題です。自分が登場人物になったつもりで取り組める問題
も出題されており、受検そのものが英語を使った生活体験に感じられるように工夫しています。

⑩試験時間（分）

（FAX）

（電話番号） 050-3377-2589

④対象教科

中学1年生～高校3年生

〒163-0415 東京都新宿区西新宿２－１－１　新宿三井ビルディング

（E-mail)

中島　正剛 所属部署
GTEC・グローバル事業開発部
企画開発課

masataka-n@mail.benesse.co.jp

0120-239450



（様式２）         

 
認定要件への適合性の申告内容について 

 
事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Advanced タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

Ⅰ．出題に関すること 

（１）出題の基本方針 

 

①主な対象者 

高校 1年生～高校 3年生 

 

②測定しようとする資質・能力 

＜全タイプ共通＞ 

「聞くこと」に関する資質・能力、「読むこと」に関する資質・能力、「話すこと」に関する資質・

能力、「書くこと」に関する資質・能力。 

 

③出題範囲 

タイプ 出題範囲 

Advanced 義務教育範囲、コミュニケーション英語Ⅰ、Ⅱ、英語表現Ⅰ、Ⅱ 

 

④出題方針 

実際の言語使用場面を前提とし、英語コミュニケーション能力を測定することを目的としたスコ

ア型４技能検定です。授業で学んだ英語を「実際に使う」手ごたえを感じられる、日本の中高生

に適した出題です。自分が登場人物になったつもりで取り組める問題も出題されており、受検そ

のものが英語を使った生活体験に感じられるように工夫しています。 

※「知識・技能」を問う問題 … 視覚的情報をもとに、状況や場面、事物を描写説明した短文

を聞き分ける力や短文の文脈を理解するとともに、語彙選択上最も適切な表現を正確に判断す

る力を問う問題を出題します。 

※「思考力・判断力・表現力」を問う問題 … その場で求められている課題(タスク)を解決す

る力、全体の概要を理解する力などを問うとともに、相手に伝わるように状況を説明する力や

与えられた話題について、限られた時間の中で自分の意見を説得力を持って表現する力を問う

問題など、発信技能に関する出題も充実しています。 

 

⑤出題構成と学習指導要領との対応 

・GTEC は学習指導要領に則ったテストです。各タイプの学習指導要領との対応関係は以下の通り

で、各出題に対応している学習指導要領の科目・項目を「※」で示しています。 

・必履修範囲外のコミュニケーション英語Ⅱ、英語表現Ⅱに力点が置かれている場合は、下線を

引いています。 

・2019 年度より、「書くこと」の出題において、与えられた Eメールで問われる内容について、

限られた時間の中で適切な回答を表現する力を問う、「Eメール」問題を追加します。 

 

 

 



Advanced 

Listening/聞くこと Reading/読むこと Speaking/話すこと Writing/書くこと 

Ａ 写真・イラスト説

明 10問 

（写真など与えられた

視覚的情報をもと

に、状況や場面、事

物を描写説明した短

文を聞き分ける力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（1）ア（2）ア 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

（1）ア 

※義務教育範囲(1) 

言語活動 ア 聞く

こと(ア)(イ)を一部

含む 

Ａ 短文文脈理解 14

問 

（短文の文脈を理解

するとともに、語

彙選択上最も適切

な表現を正確に判

断する力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（2）イ 

※義務教育範囲(1) 

言語活動 ウ 読

むこと

(ア)(イ)(ウ)を一

部含む 

Ａ 音読 2問 

（英文を読み上げる形式

の出題で、状況や英文

を理解した上で、正確

な発音で音読する力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（2）ア 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

（2）ア 

※英語表現Ⅰ 

（2）ア 

※英語表現Ⅱ 

（2）ア 

※義務教育範囲（1) 言語

活動  イ  話すこと

（ア）を一部含む 

Ａ E メール 1問 

（与えられた Eメール

で問われる内容につい

て、限られた時間の中

で適切な回答を表現す

る力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（1）エ（2）イ 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

（1）エ（2）エ 

※英語表現Ⅰ 

（1）イ（2）イ 

※義務教育範囲(1) 言

語活動 エ 書くこと

(ア)(イ)(ウ)(エ)(オ) 

を一部含む 

Ｂ 会話応答 10問 

（事前予測ができる情

報がない中で、不意

の質問に対する適当

な応答を素早く判断

し処理する力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（2）ア 

Ｂ-1 概要把握 6問 

（与えられた英文の

題材について、短

時間で全体の概要

を理解する力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

 (1)イ(2)イ 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

 (1)イ 

 

Ｂ 質問応答 4問 

（図示された情報を読み

取り、それに関する質

問を聞き取った上で、

適切に応答する力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（1）ウ 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

（1）ウ 

※義務教育範囲(1) 言語

活動  イ  話すこと

(イ)(ウ)を一部含む 

 

Ｂ 意見展開(Essay) 1

問 

（社会的なテーマに対

して、限られた時間の

中で自分の意見を説得

力を持って表現する

力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（1）エ（2）イ 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

（1）エ（2）イエ 

※英語表現Ⅰ 

（1）イ（2）イ 

※英語表現Ⅱ 

（2）イ 

Ｃ 課題解決 10問 

［事前に与えられる視

覚情報と音声情報か

ら、その場で求めら

れている課題(タス

ク)を解決する力］ 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（1）ア（2）ア 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

（1）ア 

Ｂ-2 情報検索 8問 

（与えられた英文の

題材について、短

時間で必要な情報

を引き出す力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

 (1)イ(2)イ 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

 (1)イ(2)イ 

  

Ｃ ストーリー説明 1 問 

（日常的な出来事につい

て、話の流れを踏まえ

て相手に伝わるように

状況を説明する力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（1）ウ 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

（1）ウ（2）エ 

※英語表現Ⅰ 

（1）アウ（2）ウ 

※英語表現Ⅱ 

（1）ア（2）ウ 

 



Ｄ 要点理解 10問 

（一定以上の長さの英

文を聞き、事前に与

えられる英語の質問

に答えるため必要な

情報を選択、適切な

判断をする力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（1）ア（2）ア 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

（1）ア（2）ア 

Ｃ 要点理解 15問 

（多めの英文につい

て、趣旨に関する

内容や詳細部分の

要点を理解し、必

要な情報を読み取

る力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

 (1)イ(2)イ 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

 (1)イ(2)イ 

Ｄ 意見陳述 1問 

（身近で社会的なテーマ

に対して、自分の意見

とその意見をサポート

する理由を言う力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（2）アウ 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

（2）アエ 

※英語表現Ⅰ 

（1）アウ（2）アウエ 

※英語表現Ⅱ 

（1）ア（2）アウ 

 

 

⑥出題形式（詳細は「（２）構成等」に記載） 

・聞くこと … 選択式 

・読むこと … 選択式 

・話すこと … 録音式 

・書くこと … 記述式 

 

⑦難易度 

CEFR では A1～B2 まで測定可能なテストとなっています。 

 

（２）構成等 

①出題形式 

Advanced 

  配点 試験時間 実施方法 出題形式 

聞くこと 320点 約 25分 筆記 選択式 

読むこと 320点 約 45分 筆記 選択式 

話すこと 320点 約 25分 タブレット 録音式 

書くこと 320点 約 25分 筆記 記述式 

※実施方法に関する補足 

聞くこと … CDによる一斉実施方式。 

話すこと … タブレット（一人一台）による録音方式。 

 

②出題範囲と割合 

タイプ 出題範囲 出題割合 

Advanced 義務教育範囲 約 0.5～１割 

コミュニケーション英語Ⅰ、英語表現Ⅰ 約 6～7 割 

コミュニケーション英語Ⅱ、英語表現Ⅱ 約 3～4 割 

※出題語彙・文法 … 中学～高校の学習指導要領の範囲の語彙・文法レベル 

※出題割合に関する補足 

「聞くこと」Part D においては、コミュニケーション英語Ⅱのみで扱われる「事物に関する報告

の内容を理解する」ことに相当する出題があり、「読むこと」Part C においては、コミュニケー

ション英語Ⅱのみで扱われる「書き手の意見が述べられることが増える評論について、目的に応

じた読み方をする」ことに相当する出題があります。また、「話すこと」Part D と「書くこと」

Part B においては、社会的なテーマについて、論理的に話したり、自分の意見をまとまりのある



文章で書いたりする必要性があることから、コミュニケーション英語Ⅱや英語表現Ⅱに相当する

出題です。併せて、出題する語彙や文法レベルを踏まえ、必履修範囲の割合を約 7～8割、それ

以外を約 2～3割としています。 

 

（３）難易度設定の考え方・方法 

GTEC には Core、Basic、Advancedという３つの難易度別の問題タイプがあり、中学生および高校

生の英語力を測るのに適した難易度設定になっています。目安受検学年は、Advanced では、高校

1 年生～3年生となっています。また、CEFR では A1～B2まで測定可能なテストとなっています。

いずれのテスト版においても、問題企画に沿って出題をしており、使用する語彙レベルや文法レ

ベルなども出題企画に沿って作問されます。加えて、１問１問の難易度は事前に被験者（約 1500

名）を集めて分析したデータをもとに設定されており、その分析結果をもとに項目応答理論

（IRT）という手法を用いてスコア化しています。 

 

（４）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

・実際の言語使用場面を前提とし、英語コミュニケーション能力を測定することを目的としたス

コア型４技能検定です。授業で学んだ英語を「実際に使う」手ごたえを感じられる、日本の中

高生に適した出題です。自分が登場人物になったつもりで取り組める問題も出題されており、

受検そのものが英語を使った生活体験に感じられるように工夫しています。 

・受検後、約１か月半で受検者に製本された紙媒体のスコアレポート（個人成績票）を学校経由

でお届けします。項目応答理論（IRT）を利用して、技能ごとの絶対評価によるスコアを受検者

にはお返ししますので、受検者はスコアの推移で英語力の伸びを実感できるようになっていま

す。 

・スコアレポートには、受検者一人ひとりに対し、各技能を伸ばしていくために日々の学習で何

をすべきかのアドバイスや、付属教材「スキル UP ワーク」の具体的な学習ページも示されてい

ます。また、受検者の書いた Writing答案に添削を入れた画像も含まれており、観点別に採点

された結果に加え、採点者からのメッセージも付けてお返しします。 
 

Ⅱ．結果提供に関すること 

（１）受検者個人への結果提供内容・方法 

・受検者には下記の項目をフィードバックとして提出します。 

① 受検月 

② 各技能 及び Total のスコア 

③ 各技能 及び Total のグレード 

④ 各技能 及び Total の校内平均スコア 

⑤ 各技能 及び Total の校内順位 

⑥ リーディングの WPM（words per minute） 

⑦ 各技能 及び Total の Can Do メッセージ 

⑧ 各技能 及び Total の成績推移 

⑨ 問題 Part別の全国平均正解率・校内平均正解率・受検者平均正解率 

（リーディング・リスニング） 

⑩ 小問単位での受検者の解答と正誤（リーディング・リスニング） 

⑪ 採点観点別の受検者の素点（ライティング・スピーキング） 

⑫ 学習アドバイス 

⑬ 付属教材「スキル UP ワーク」の取り組みページ 

⑭ 受検者の書いた Writing答案（添削有り） 

⑮ Writing答案に対する採点者からのメッセージ 

 

・受検後、約１か月半で受検者に、技能ごとのスコアやグレード等が掲載されている、製本され 



た紙媒体のスコアレポート（個人成績票）を学校経由でお届けします。 

 

（２）学校等への結果提供内容・方法 

・学校には下記の項目をフィードバックとしてお返しします。 

① 実施月 

② 各技能 及び Total の全国 及び 校内平均スコア（過年度 及び 過回の結果を含む） 

③ 各技能 及び Total の校内平均 グレード 

④ リーディングの全国 及び 校内平均 WPM（words per minute） 

⑤ 各技能 及び Total の校内平均スコア推移 

⑥ 各技能 及び Total のスコア成績分布（過年度 及び 過回の結果を含む） 

⑦ 各技能の指導アドバイス 

⑧ 問題 Part別・設問別の全国平均正解率・校内平均正解率（リーディング・リスニング） 

⑨ 問題 Part別 当該校注目問題（リーディング・リスニング） 

⑩ 設問別正解率一覧（リーディング・リスニング） 

⑪ 採点観点別の素点分布（ライティング・スピーキング） 

⑫ 問題ごとに高得点者１名・平均得点者１名のライティング答案例 

⑬ クラス別成績一覧 

⑭ 各技能の成績トップ２０・前回からの成績推移トップ２０ 

⑮ 個人成績一覧（Totalスコアの降順） 

⑯ Writing答案に対する採点者からのメッセージ 

 

・受検後、約１か月半で学校に製本された紙媒体の団体帳票をお届けします。技能ごとに詳細な

フィードバックをお返ししますので、学校が設定した到達目標に達することができたかどうか

を検証し、校内の指導改善に活かすことができます。 

・受検者全員の「個人成績一覧」・「ライティング答案（PDF ファイル形式）」 及び 成績上位

者・中位者の「スピーキング解答音声データ」を Web経由にて提供します。 

・学校からの要望に応じ、弊社担当者による受検結果報告会を実施します。 

 

（３）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する評価の考え方と分析の手法 

GTEC のスコアは「IRT（Item Response Theory）」という統計手法で算出されています。IRT で

算出されたスコアは同一尺度上に表現されるためスコアを直接比較することが可能なので、問題

タイプ間の比較（Core、Basic、Advanced）や過去受検回との比較をすることができます。ま

た、各技能のスコアに応じて can-do statementsが設定されており、さらに CEFR（Common 

European Framework of Reference for Languages：ヨーロッパ言語共通参照枠）レベルではど

のレベルになるかの対照表をもとに、該当 CEFRレベルを併せて返却しています。 

 

※GTEC では Council of Europe が公表している手法に基づき CEFR との対応関係を検証していま

す。その検証において、「読むこと」「聞くこと」「書くこと」「話すこと」の各 CEFR レベル

における閾値スコアを判定しているため、技能ごとに CEFRレベルとの対応関係を確認すること

が可能です。また、スコア型の検定として各技能の閾値スコアを加算し、４技能総合の閾値ス

コアも示しています。 

 

 

 



Ⅲ．運営に関すること 

（１）問題の質を確保するための方法 

 

①信頼性について 

事前のフィールドテストで得られた項目パラメータ（識別力、困難度）を用い、各テスト版につ

いて、テスト特性曲線、テスト情報量、条件付き測定の標準誤差を計算します。これらの値は統

計的仕様で定められた基準値と比較され、不十分であれば問題の差し替え等の対応を行います。

このプロセスを通じて、各テスト版の測定精度が十分高くなるように管理しています。 

 

②妥当性の研究・検証結果等 

GTEC については、これまで下記の妥当性研究をしています。 

・GTEC スコアと CEFRレベル関連付け調査報告(2017） 

http://cees.or.jp/pdf/reports/2017/Standard_Setting_Report.pdf 

 

③作問体制、第三者評価（外部有識者を含む）、検証方法等 

作問時に第三者（外部有識者を含む）を交えた審査会を実施しています。また、全国検定振興機

構に加盟をしており、今後は当機構による第三者評価を予定しています。 

・作問体制：作問は海外の作問会社で執筆、社内での確認（１版あたり、10 名程度）、第三者評

価（７名程度）で行います。 

・検証方法：実施結果を踏まえ、版全体としての、テスト特性曲線、テスト情報量、１問毎の項

目特性（識別力、困難度）の確認を行います。その結果は作問関連者に共有し、それ以降の作

問に活かすこととしています。 

 

（２）学校における実施方法（アセスメントとしての GTECを受検いただく場合の実施方法） 

・「実施の手引き」を送り、手引きを参考にして先生に実施いただきます。技能毎に別日受検も

できます。 

・リーディング・リスニング・ライティングの３技能は、ＣＤを流したままで試験を進める形式

のため、基本的に試験中は先生が指示を出す必要はありません。ＣＤから日本語ナレーション

が流れ、解答時間もＣＤで進行管理します。主に先生に行っていただくことは、①問題冊子や

解答用紙等の配布・回収 ②ＣＤの再生 ③試験時間中の監督 です。 

・スピーキングは、弊社よりタブレットを貸し出し（最大５営業日）、音声を吹き込んでご返送

いただく形で実施します。「試験監督先生用マニュアル」の台本にしたがって先生に指示を出

していただき、テスト開始後はアプリで自動的に進行します。スピーキングの実施にネットワ

ーク環境は必要ありませんので、教室でそのまま実施いただけます。主に先生に行っていただ

くことは、①タブレットやイヤホン等の配布・回収 ②進行に関する説明 ③試験時間中の監督 

です。 

・実施まわりについて不明点などあれば、お客様サービスセンター（電話窓口）で承ります（受

付時間／月～金 8:00～19:00 土 8:00～17:00 祝日、年末・年始を除く）。なお、日曜日は受付

することができません。 

・欠席者などへの対応について、後日実施が可能です。ただしスピーキングのタブレットの貸出

期間は最大５営業日で延長ができませんので、その期間中での実施をお願いします。 

 

※検定としての GTECを受検いただく場合の実施方法については、現在検討中です。 

 

 

 

 

 



（３）採点の方法と体制 

①採点の仕組み 

・年間を通して英語アセスメントの採点業務を行っている海外の拠点にて採点を実施しています。 

・採点会場に採点者を集め、システムを使用し安全な情報管理のもと採点業務を遂行しています。 

 

②採点者の採用・研修、品質チェック 

・採用試験 

 英語能力試験及び面接を実施し、一定の基準を満たした者を採用しています。 

・初期研修 

 所定の研修プログラムに沿ってトレーニングを実施しています。 

 業務の理解度が十分であると判断された後、事前研修に参加させます。 

・事前研修 

 初期研修後、実際の採点を想定した事前研修を実施しています。 

 事前研修の修了テストで合格した者のみが採点業務に従事しています。 

・品質チェック 

 採点中は採点監督者による品質チェックを実施しています。 

 結果に応じて採点者を個別に指導し、改善が見られない場合には当該採点者による採点を中止 

させます。 

 

③採点方法 

・すべての解答は、複数名の採点者で採点しています。 

・２名の採点者が同じ解答をそれぞれに採点し、２名の採点結果が異なる場合、システムで対象解 

答を抽出します。 

・抽出された対象解答については、採点監督者が最終採点結果を確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（４）情報管理体制 

セキュリティ 

・ベネッセは、ISO27001（情報セキュリティマネジメント）、JISQ15001（P マーク）の認定 

を取得しています。各規格の要求事項を踏まえ、業務の構築・運用設計を行い、機密情報や個 

人情報に関する破損・紛失・漏えいリスクの低減や回避を図ります。 

 

全体では、以下の観点でセキュリティ施策を実施します。 

観点 概要 

Ａ．人に関する施策 
（１）ベネッセグループのセキュリティ規程研修の実施 

（２）機密（個人）情報取り扱い各種ルールの遵守 

Ｂ．場所に関する施策 

（１）ゾーニング施策によるセキュリティ水準確保 

①関係者以外の侵入防止と入退出管理・履歴取得 ②災害対策 

③情報隔離・持ち出し防止 ④保管・廃棄時の安全性確保 

（２）拠点の設備・運用の安全性の確認 

Ｃ．工程に関する施策 

（１）各工程で個別に配慮すべき施策内容・留意事項の確認 

   ①情報の取得（生成）時  ②情報の利用時  ③情報保管期間内 

   ④情報の移送（送信）時  ⑤情報の廃棄（消去）時 

Ｄ．電子的情報に 

関する施策 
ベネッセセキュリティ基準に準じ、使用する情報機器のセキュリティ対策 

Ｅ．業務システムに 

関する施策 
ベネッセのセキュリティ基準に則りセキュリティ施策を実施 

 

・緊急事態や不測の事態へ対応するため、発生時の報告・連絡・相談体制をあらかじめ構築しま 

す。 

・事故・障害発生時に備えて、あらかじめ担当メンバーの緊急連絡網を作成し、重大事案発生時 

には速やかに事業推進責任者に報告を行い、対応の判断・指示をすることで、的確かつ迅速に 

対応し、影響を最小限に抑える体制を準備します。 

 

 

※「Ⅲ．運営に関すること」に関する上記の内容は、2018年 11月末時点の情報です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

Ⅳ．情報開示に関すること 

（１）障害のある受検者等への配慮 

区分 対象となる者 配慮する事項 

視覚に関す

る配慮事項 

①点字教育を

受けている者 

②弱視者（障

害程度等級が

6 級程度） 

③上記以外の

視 覚 障 害 者

で、学校側で

配慮が必要と

判断した者 

①点字教育を受けている者 

■問題冊子・解答方法 

「読む」「聞く」「書く」 

・点字問題冊子・点字解答用紙 

「話す」 

・点字問題冊子・タブレット端末（解答録音用） 

■試験時間 

「読む」・通常の約 3倍に延長 

「聞く」・通常の約 1.5倍に延長 

「書く」・通常の 1.5 倍に延長 

「話す」・延長対応（何倍にするかは現在調査中） 

②弱視者（障害程度等級が 6級程度） 

■問題冊子・解答方法 

「読む」「聞く」「書く」 

・文字拡大の問題冊子と通常問題冊子 

・問題冊子の解答番号にチェックする解答 

「話す」 

・文字拡大の問題冊子・タブレット端末（通常版） 

■試験時間 

「読む」 

・（希望に応じて）通常の 1.5倍に延長 

「聞く」「書く」「話す」 

・通常実施 

③上記以外の視覚障害者 

■問題冊子・解答方法 

「読む」「聞く」「書く」 

・問題冊子の解答番号にチェックする解答 

・そのほかは通常実施 

「話す」 

・通常実施 



聴覚に関す

る配慮事項 

①聾者・重度

難聴者 

②中・軽度難

聴者 

①聾者・重度難聴者 

■問題冊子・解答方法 

「読む」「書く」 

・通常実施 

「聞く」 

・スクリプトのご提供 

「話す」 

＜口話にも障害がある受検者＞ 

・スピーキング免除（非受検のご案内） 

＜口話に障害がほとんどない受検者＞ 

・通常実施（一部のパートについて問題カードを提供） 

・採点拠点へ該当受検者の情報を連携 

②中・軽度難聴者 

■問題冊子・解答方法 

「読む」「書く」 

・通常実施 

「聞く」 

・強音放送、ヘッドセットの装用を許可した上で通常実施 

「話す」 

・補聴器や人工内耳の装用を許可した上で通常実施 

※別室での受検が必要な場合は、学校にて準備をしていただきます。 

※「問題冊子の解答番号にチェックする解答」を選択いただいた場合、マークシートへの転記は学校

の先生にお願いしています。 

 

（２）事前／事後学習教材の有無、内容 

①事前学習教材：教師用ガイドセット（無料） 

初めて GTECを受検する生徒が、GTEC 独特の出題形式になれることができる、一斉指導用の教材を

先生にお渡ししています。「トライアルテスト」「『情報検索』問題集」「『表現力を育む』演習冊子」

が含まれており、GTEC受検前の事前準備として活用可能です。 

トライアルテスト 

GTEC と同様の出題形式の練習問題となっています。生徒が本番で実

力を発揮できるよう、GTEC 受検前に授業時間 40分ほどを使ってトラ

イアルテストを実施し、出題形式に慣れさせることが可能です。 

「情報検索」問題集 

GTEC Reading Part Bの出題形式に対応した、英文の広告などを読み

取る情報検索型の問題集です。短時間で必要な情報のみを引き出すス

キャニング力を育成する問題内容となっています。計 18 題掲載して

おり、朝学習の時間などにも活用可能となっています。 

「自分の意見を伝え

る」演習冊子 

※リニューアルのため 

名称未確定 

英語によるアウトプット活動の取り組み方を示した演習冊子です。表

現活動に入る前のブレインストーミングの活動などの説明も含まれ

ており、段階的な演習を授業冒頭 15 分ほどで実施することが可能で

す。 

 



②事後学習教材：スキル UP ワーク（無料） 

事後学習教材として、生徒一人ひとりにスキル UPワークを配付しています。また、「話すこと」に

ついては Web 上で学習をすることができます。 

スキル UPワーク 

（聞くこと、読むこと、

書くこと） 

リスニング・リーディング・ライティングの３技能について、自分

の CEFR に対応した学習ページに取り組むことで、効果的な学習が

できる付属学習教材です。個人成績票を見て気づいた自分の英語力

の強み・弱みに合わせて、技能ごとに学習に取り組むことができま

す。 

スキル UPワーク 

（話すこと） 

2019年より、スピーキングについては、Web 上で事後学習ができる

付属学習教材が追加されます。個人成績票を見て気づいた自分の英

語力の強み・弱みに合わせて、学習に取り組むことができます。 

※いずれの技能についても、以下のような構成で学習を促進しています。 

・スキルトレーニング：CEFR ごとにスラッシュリーディングや要約など、多様な学習法で各技能

を学ぶことができます。自分の CEFR と、一つ上のレベルの CEFRに合わせて取り組むことで、

CEFR に応じた英語力を伸ばすことができます。 

・スキルプラクティス：スキルトレーニングに取り組んだ後の実践練習問題。GTECと同じ形式の

練習問題で、スキルトレーニングの取り組みの成果を確認できます。 

 

（３）学習状況等のアンケートの有無、内容 

学習状況等のアンケートは特に実施していません。 

 

（４）個人受検の可否 

個人受検いただくことはできません。 

 

（５）問題内容の情報提供 

問題の一部を Web サイトに公開しています。また、学校からご要望をいただいた場合は、見本

として渡しているテスト冊子（各タイプ１セット）があります。 

 

（６）その他 

・教育委員会等への情報提供に係る対応として、学校から教育委員会等への情報提供の元となる

書式・集計結果を提供します。前提として、教育委員会等への情報提供は、弊社から直接は行

えません。但し教育委員会主催の場合はこの限りではありません。 

 

 

 

  



 
認定要件への適合性の申告内容について 

 
事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Basic タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

Ⅰ．出題に関すること 

（１）出題の基本方針 

 

① 主な対象者 

中学校 3年生～高校 2年生 

 

②測定しようとする資質・能力 

＜全タイプ共通＞ 

「聞くこと」に関する資質・能力、「読むこと」に関する資質・能力、「話すこと」に関する資質・

能力、「書くこと」に関する資質・能力。 

 

③出題範囲 

タイプ 出題範囲 

Basic 義務教育範囲、コミュニケーション英語Ⅰ、Ⅱ、英語表現Ⅰ、Ⅱ 

 

④出題方針 

実際の言語使用場面を前提とし、英語コミュニケーション能力を測定することを目的としたスコ

ア型４技能検定です。授業で学んだ英語を「実際に使う」手ごたえを感じられる、日本の中高生

に適した出題です。自分が登場人物になったつもりで取り組める問題も出題されており、受検そ

のものが英語を使った生活体験に感じられるように工夫しています。 

※「知識・技能」を問う問題 … 視覚的情報をもとに、状況や場面、事物を描写説明した短文を

聞き分ける力や短文の文脈を理解するとともに、語彙選択上最も適切な表現を正確に判断する

力を問う問題を出題します。 

※「思考力・判断力・表現力」を問う問題 … その場で求められている課題(タスク)を解決する

力、全体の概要を理解する力などを問うとともに、相手に伝わるように状況を説明する力や与

えられた話題について、限られた時間の中で自分の意見を説得力を持って表現する力を問う問

題など、発信技能に関する出題も充実しています。 

 

⑤出題構成と学習指導要領との対応 

GTEC は学習指導要領に則ったテストです。各タイプの学習指導要領との対応関係は以下の通り

で、各出題に対応している学習指導要領の科目・項目を「※」で示しています。 

・必履修範囲外のコミュニケーション英語Ⅱ、英語表現Ⅱに力点が置かれている場合は、下線を

引いています。 

・2019 年度より、「書くこと」の出題において、与えられた Eメールで問われる内容について、

限られた時間の中で適切な回答を表現する力を問う、「Eメール」問題を追加します。 

 

 

 



Basic  

Listening/聞くこと Reading/読むこと Speaking/話すこと Writing/書くこと 

Ａ イラスト説明 10問 

（写真など与えられた

視覚的情報をもと

に、状況や場面、事

物を描写説明した短

文を聞き分ける力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（1）ア（2）ア 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

（1）ア 

※義務教育範囲(1) 

言語活動 ア 聞く

こと (ア)(イ) 

Ａ 短文文脈理解 12

問 

（短文の文脈を理解

するとともに、語

彙選択上最も適切

な表現を正確に判

断する力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

 (2)イ 

※義務教育範囲(1) 

言語活動 ウ 読

むこと

(ア)(イ)(ウ) 

Ａ 音読 2問 

（英文を読み上げる形式

の出題で、状況や英文

を理解した上で、正確

な発音で音読する力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（2）ア 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

（2）ア 

※英語表現Ⅰ 

（2）ア 

※英語表現Ⅱ 

（2）ア 

※義務教育範囲(1) 言語

活動  イ  話すこと

（ア） 

Ａ E メール 1問 

（与えられた Eメール

で問われる内容につい

て、限られた時間の中

で適切な回答を表現す

る力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（1）エ（2）イ 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

（1）エ（2）エ 

※英語表現Ⅰ 

（1）イ（2）イ 

※義務教育範囲(1) 言

語活動 エ 書くこと

(ア)(イ)(ウ)(エ)(オ) 

 

Ｂ 会話応答 10問 

（事前予測ができる情

報がない中で、不意

の質問に対する適当

な応答を素早く判断

し処理する力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（2）ア 

Ｂ-1 概要把握 4問 

（与えられた英文の

題材について、短

時間で全体の概要

を理解する力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

 (1)イ(2)イ 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

 (1)イ 

 

Ｂ 質問応答 4問 

（図示された情報を読み

取り、それに関する質

問を聞き取った上で、

適切に応答する力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（1）ウ 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

（1）ウ 

※義務教育範囲(1) 言語

活動  イ  話すこと

(イ)(ウ) 

 

Ｂ 意見展開(Essay) 1

問 

（社会的なテーマに対

して、限られた時間の

中で自分の意見を説得

力を持って表現する

力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（1）エ（2）イ 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

（1）エ（2）イエ 

※英語表現Ⅰ 

（1）イ（2）イ 

※英語表現Ⅱ（2）イ 

Ｃ 課題解決 10問 

［事前に与えられる視

覚情報と音声情報か

ら、その場で求めら

れている課題(タス

ク)を解決する力］ 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（1）ア（2）ア 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

（1）ア 

Ｂ-2 情報検索 8問 

（与えられた英文の

題材について、短

時間で必要な情報

を引き出す力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

 (1)イ(2)イ 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

 (1)イ(2)イ 

 

Ｃ ストーリー説明 1 問 

（日常的な出来事につい

て、話の流れを踏まえ

て相手に伝わるように

状況を説明する力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（1）ウ 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

（1）ウ（2）エ 

※英語表現Ⅰ 

（1）アウ（2）ウ 

※英語表現Ⅱ 

（1）ア（2）ウ 

 



Ｄ 要点理解 10問 

（一定以上の長さの英

文を聞き、事前に与

えられる英語の質問

に答えるため必要な

情報を選択、適切な

判断をする力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（1）ア（2）ア 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

（1）ア（2）ア 

Ｃ 要点理解 12問 

（多めの英文につい

て、趣旨に関する

内容や詳細部分の

要点を理解し、必

要な情報を読み取

る力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

 (1)イ(2)イ 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

 (1)イ(2)イ 

  

Ｄ 意見陳述 1問 

（身近で社会的なテーマ

に対して、自分の意見

とその意見をサポート

する理由を言う力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（2）アウ 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 

（2）アエ 

※英語表現Ⅰ 

（1）アウ（2）アウエ 

※英語表現Ⅱ 

（1）ア（2）アウ 

 

 

⑥出題形式（詳細は「（２）構成等」に記載） 

・聞くこと … 選択式 

・読むこと … 選択式 

・話すこと … 録音式 

・書くこと … 記述式 

 

⑦難易度 

CEFR では A1～B1まで測定可能なテストとなっています。 

 

（２）構成等 

①出題形式 

Basic 

  配点 試験時間 実施方法 出題形式 

聞くこと 270点 約 25分 筆記 選択式 

読むこと 270点 約 45分 筆記 選択式 

話すこと 270点 約 25分 タブレット 録音式 

書くこと 270点 約 25分 筆記 記述式 

※実施方法に関する補足 

聞くこと … CDによる一斉実施方式。 

話すこと … タブレット（一人一台）による録音方式。 

 

②出題範囲と割合 

タイプ 出題範囲 出題割合 

Basic 義務教育範囲 約１割 

コミュニケーション英語Ⅰ、英語表現Ⅰ 約 8～9 割 

コミュニケーション英語Ⅱ、英語表現Ⅱ 約 1～2 割 

※出題語彙・文法 … 中学～高校１年前半の範囲の語彙・文法レベル 

※出題割合に関する補足 

「聞くこと」Part D においては、コミュニケーション英語Ⅱのみで扱われる「事物に関する報告

の内容を理解する」ことに相当する出題があり、「読むこと」Part C においては、コミュニケー

ション英語Ⅱのみで扱われる「書き手の意見が述べられることが増える評論について、目的に応

じた読み方をする」ことに相当する出題があります。また、「話すこと」Part D と「書くこと」

Part B においては、社会的なテーマについて、論理的に話したり、自分の意見をまとまりのある



文章で書いたりする必要性があることから、コミュニケーション英語Ⅱや英語表現Ⅱに相当する

出題です。一方で、出題語彙・文法は、中学～高校１年前半の範囲の語彙・文法レベルであるこ

とから、必履修範囲の割合を約 8～9割、それ以外を約 1～2割としています。 

 

（３）難易度設定の考え方・方法 

GTEC には Core、Basic、Advancedという３つの難易度別の問題タイプがあり、中学生および高校

生の英語力を測るのに適した難易度設定になっています。目安受検学年は、Basicでは中学校 3

年生～高校 2年生となっています。また、CEFRでは A1～B1まで測定可能なテストとなっていま

す。いずれのテスト版においても、問題企画に沿って出題をしており、使用する語彙レベルや文

法レベルなども出題企画に沿って作問されます。加えて、１問１問の難易度は事前に被験者を集

めて分析したデータをもとに設定されており、その分析結果をもとに項目応答理論（IRT）とい

う手法を用いてスコア化しています。 

 

（４）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

・実際の言語使用場面を前提とし、英語コミュニケーション能力を測定することを目的としたス

コア型４技能検定です。授業で学んだ英語を「実際に使う」手ごたえを感じられる、日本の中

高生に適した出題です。自分が登場人物になったつもりで取り組める問題も出題されており、

受検そのものが英語を使った生活体験に感じられるように工夫しています。 

・受検後、約１か月半で受検者に製本された紙媒体のスコアレポート（個人成績票）を学校経由

でお届けします。項目応答理論（IRT）を利用して、技能ごとの絶対評価によるスコアを受検者

にはお返ししますので、受検者はスコアの推移で英語力の伸びを実感できるようになっていま

す。 

・スコアレポートには、受検者一人ひとりに対し、各技能を伸ばしていくために日々の学習で何

をすべきかのアドバイスや、付属教材「スキル UP ワーク」の具体的な学習ページも示されてい

ます。また、受検者の書いた Writing答案に添削を入れた画像も含まれており、観点別に採点

された結果に加え、採点者からのメッセージも付けてお返しします。 
 

Ⅱ．結果提供に関すること 

（１）受検者個人への結果提供内容・方法 

・受検者には下記の項目をフィードバックとして提出します。 

⑯ 受検月 

⑰ 各技能 及び Total のスコア 

⑱ 各技能 及び Total のグレード 

⑲ 各技能 及び Total の校内平均スコア 

⑳ 各技能 及び Total の校内順位 

21 リーディングの WPM（words per minute） 

22 各技能 及び Total の Can Do メッセージ 

23 各技能 及び Total の成績推移 

24 問題 Part別の全国平均正解率・校内平均正解率・受検者平均正解率 

（リーディング・リスニング） 

25 小問単位での受検者の解答と正誤（リーディング・リスニング） 

26 採点観点別の受検者の素点（ライティング・スピーキング） 

27 学習アドバイス 

28 付属教材「スキル UP ワーク」の取り組みページ 

29 受検者の書いた Writing答案（添削有り） 

30 Writing答案に対する採点者からのメッセージ 

 



・受検後、約１か月半で受検者に、技能ごとのスコアやグレード等が掲載されている、製本され

た紙媒体のスコアレポート（個人成績票）を学校経由でお届けします。 

（２）学校等への結果提供内容・方法 

・学校には下記の項目をフィードバックとしてお返しいたします。 

⑰ 実施月 

⑱ 各技能 及び Total の全国 及び 校内平均スコア（過年度 及び 過回の結果を含む） 

⑲ 各技能 及び Total の校内平均 グレード 

⑳ リーディングの全国 及び 校内平均 WPM（words per minute） 

21 各技能 及び Total の校内平均スコア推移 

22 各技能 及び Total のスコア成績分布（過年度 及び 過回の結果を含む） 

23 各技能の指導アドバイス 

24 問題 Part別・設問別の全国平均正解率・校内平均正解率（リーディング・リスニング） 

25 問題 Part別 当該校注目問題（リーディング・リスニング） 

26 設問別正解率一覧（リーディング・リスニング） 

27 採点観点別の素点分布（ライティング・スピーキング） 

28 問題ごとに高得点者１名・平均得点者１名のライティング答案例 

29 クラス別成績一覧 

30 各技能の成績トップ２０・前回からの成績推移トップ２０ 

31 個人成績一覧（Totalスコアの降順） 

32 Writing答案に対する採点者からのメッセージ 

 

・受検後、約１か月半で学校に製本された紙媒体の団体帳票をお届けします。技能ごとに詳細な

フィードバックをお返ししますので、学校が設定した到達目標に達することができたかどうか

を検証し、校内の指導改善に活かすことができます。 

・受検者全員の「個人成績一覧」・「ライティング答案（PDF ファイル形式）」 及び 成績上位

者・中位者の「スピーキング解答音声データ」を Web経由にて提供します。 

・学校からの要望に応じ、弊社担当者による受検結果報告会を実施します。 

 

（３）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する評価の考え方と分析の手法 

GTEC のスコアは「IRT（Item Response Theory）」という統計手法で算出されています。IRT で

算出されたスコアは同一尺度上に表現されるためスコアを直接比較することが可能なので、問題

タイプ間の比較（Core、Basic、Advanced）や過去受検回との比較をすることができます。ま

た、各技能のスコアに応じて can-do statementsが設定されており、さらに CEFR（Common 

European Framework of Reference for Languages：ヨーロッパ言語共通参照枠）レベルではど

のレベルになるかの対照表をもとに、該当 CEFRレベルを併せて返却しています。 

 

※GTEC では Council of Europe が公表している手法に基づき CEFR との対応関係を検証していま

す。その検証において、「読むこと」「聞くこと」「書くこと」「話すこと」の各 CEFR レベル

における閾値スコアを判定しているため、技能ごとに CEFRレベルとの対応関係を確認すること

が可能です。また、スコア型の検定として各技能の閾値スコアを加算し、４技能総合の閾値ス

コアも示しています。 

 

 

 

 



Ⅲ．運営に関すること 

（１）問題の質を確保するための方法 

 

①信頼性について 

事前のフィールドテストで得られた項目パラメータ（識別力、困難度）を用い、各テスト版につ

いて、テスト特性曲線、テスト情報量、条件付き測定の標準誤差を計算します。これらの値は統

計的仕様で定められた基準値と比較され、不十分であれば問題の差し替え等の対応を行います。

このプロセスを通じて、各テスト版の測定精度が十分高くなるように管理しています。 

 

②妥当性の研究・検証結果等 

GTEC については、これまで下記の妥当性研究をしています。 

・GTEC スコアと CEFRレベル関連付け調査報告(2017） 

http://cees.or.jp/pdf/reports/2017/Standard_Setting_Report.pdf 

 

③作問体制、第三者評価（外部有識者を含む）、検証方法等 

作問時に第三者（外部有識者を含む）を交えた審査会を実施しています。また、全国検定振興機

構に加盟をしており、今後は当機構による第三者評価を予定しています。 

・作問体制：作問は海外の作問会社で執筆、社内での確認（１版あたり、10 名程度）、第三者評

価（７名程度）で行います。 

・検証方法：実施結果を踏まえ、版全体としての、テスト特性曲線、テスト情報量、１問毎の項

目特性（識別力、困難度）の確認を行います。その結果は作問関連者に共有し、それ以降の作

問に活かすこととしています。 

 

（２）学校における実施方法（アセスメントとしての GTECを受検いただく場合の実施方法） 

・「実施の手引き」を送り、手引きを参考にして先生に実施いただきます。技能毎に別日受検も

できます。 

・リーディング・リスニング・ライティングの３技能は、ＣＤを流したままで試験を進める形式

のため、基本的に試験中は先生が指示を出す必要はありません。ＣＤから日本語ナレーション

が流れ、解答時間もＣＤで進行管理します。主に先生に行っていただくことは、①問題冊子や

解答用紙等の配布・回収 ②ＣＤの再生 ③試験時間中の監督 です。 

・スピーキングは、弊社よりタブレットを貸し出し（最大５営業日）、音声を吹き込んでご返送

いただく形で実施します。「試験監督先生用マニュアル」の台本にしたがって先生に指示を出

していただき、テスト開始後はアプリで自動的に進行します。スピーキングの実施にネットワ

ーク環境は必要ありませんので、教室でそのまま実施いただけます。主に先生に行っていただ

くことは、①タブレットやイヤホン等の配布・回収 ②進行に関する説明 ③試験時間中の監督 

です。 

・実施まわりについて不明点などあれば、お客様サービスセンター（電話窓口）で承ります（受

付時間／月～金 8:00～19:00 土 8:00～17:00 祝日、年末・年始を除く）。なお、日曜日は受付

することができません。 

・欠席者などへの対応について、後日実施が可能です。ただしスピーキングのタブレットの貸出

期間は最大５営業日で延長ができませんので、その期間中での実施をお願いします。 

 

※検定としての GTECを受検いただく場合の実施方法については、現在検討中です。 

 

 

 

 

 



（３）採点の方法と体制 

①採点の仕組み 

・年間を通して英語アセスメントの採点業務を行っている海外の拠点にて採点を実施しています。 

・採点会場に採点者を集め、システムを使用し安全な情報管理のもと採点業務を遂行しています。 

 

②採点者の採用・研修、品質チェック 

・採用試験 

 英語能力試験及び面接を実施し、一定の基準を満たした者を採用しています。 

・初期研修 

 所定の研修プログラムに沿ってトレーニングを実施しています。 

 業務の理解度が十分であると判断された後、事前研修に参加させます。 

・事前研修 

 初期研修後、実際の採点を想定した事前研修を実施しています。 

 事前研修の修了テストで合格した者のみが採点業務に従事しています。 

・品質チェック 

 採点中は採点監督者による品質チェックを実施しています。 

 結果に応じて採点者を個別に指導し、改善が見られない場合には当該採点者による採点を中止

させます。 

③採点方法 

・すべての解答は、複数名の採点者で採点しています。 

・２名の採点者が同じ解答をそれぞれに採点し、２名の採点結果が異なる場合、システムで対象解

答を抽出します。 

・抽出された対象解答については、採点監督者が最終採点結果を確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）情報管理体制 

セキュリティ 

・ベネッセは、ISO27001（情報セキュリティマネジメント）、JISQ15001（P マーク）の認定を取 

得しています。各規格の要求事項を踏まえ、業務の構築・運用設計を行い、機密情報や個人情 

報に関する破損・紛失・漏えいリスクの低減や回避を図ります。 

 

全体では、以下の観点でセキュリティ施策を実施します。 

観点 概要 

Ａ．人に関する施策 
（１）ベネッセグループのセキュリティ規程研修の実施 

（２）機密（個人）情報取り扱い各種ルールの遵守 

Ｂ．場所に関する施策 

（１）ゾーニング施策によるセキュリティ水準確保 

①関係者以外の侵入防止と入退出管理・履歴取得 ②災害対策 

③情報隔離・持ち出し防止 ④保管・廃棄時の安全性確保 

（２）拠点の設備・運用の安全性の確認 

Ｃ．工程に関する施策 

（１）各工程で個別に配慮すべき施策内容・留意事項の確認 

   ①情報の取得（生成）時  ②情報の利用時  ③情報保管期間内 

   ④情報の移送（送信）時  ⑤情報の廃棄（消去）時 

Ｄ．電子的情報に 

関する施策 
ベネッセセキュリティ基準に準じ、使用する情報機器のセキュリティ対策 

Ｅ．業務システムに 

関する施策 
ベネッセのセキュリティ基準に則りセキュリティ施策を実施 

 

緊急事態や不測の事態への対応 

・緊急事態や不測の事態へ対応するため、発生時の報告・連絡・相談体制をあらかじめ構築しま 

す。 

・事故・障害発生時に備えて、あらかじめ担当メンバーの緊急連絡網を作成し、重大事案発生時 

には速やかに事業推進責任者に報告を行い、対応の判断・指示をすることで、的確かつ迅速に 

対応し、影響を最小限に抑える体制を準備します。 

 

 

※「Ⅲ．運営に関すること」に関する上記の内容は、2018年 11月末時点の情報です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅳ．情報開示に関すること 

（１）障害のある受検者等への配慮 

区分 対象となる者 配慮する事項 

視覚に関す

る配慮事項 

①点字教育を受け

ている者 

②弱視者（障害程

度等級が 6級程

度） 

③上記以外の視覚

障害者で、学校側

で配慮が必要と判

断した者 

①点字教育を受けている者 

■問題冊子・解答方法 

「読む」「聞く」「書く」 

・点字問題冊子・点字解答用紙 

「話す」 

・点字問題冊子・タブレット端末（解答録音用） 

■試験時間 

「読む」・通常の約 3倍に延長 

「聞く」・通常の約 1.5倍に延長 

「書く」・通常の 1.5倍に延長 

「話す」・延長対応（何倍にするかは現在調査中） 

②弱視者（障害程度等級が 6級程度） 

■問題冊子・解答方法 

「読む」「聞く」「書く」 

・文字拡大の問題冊子と通常問題冊子 

・問題冊子の解答番号にチェックする解答 

「話す」 

・文字拡大の問題冊子・タブレット端末（通常版） 

■試験時間 

「読む」 

・（希望に応じて）通常の 1.5倍に延長 

「聞く」「書く」「話す」 

・通常実施 

③上記以外の視覚障害者 

■問題冊子・解答方法 

「読む」「聞く」「書く」 

・問題冊子の解答番号にチェックする解答 

・そのほかは通常実施 

「話す」 

・通常実施 



聴覚に関す

る配慮事項 

①聾者・重度難聴

者 

②中・軽度難聴者 

①聾者・重度難聴者 

■問題冊子・解答方法 

「読む」「書く」 

・通常実施 

「聞く」 

・スクリプトのご提供 

「話す」 

＜口話にも障害がある受検者＞ 

・スピーキング免除（非受検のご案内） 

＜口話に障害がほとんどない受検者＞ 

・通常実施（一部のパートについて問題カードを提供） 

・採点拠点へ該当受検者の情報を連携 

②中・軽度難聴者 

■問題冊子・解答方法 

「読む」「書く」 

・通常実施 

「聞く」 

・強音放送、ヘッドセットの装用を許可した上で通常実施 

「話す」 

・補聴器や人工内耳の装用を許可した上で通常実施 

※別室での受検が必要な場合は、学校にて準備をしていただきます。 

※「問題冊子の解答番号にチェックする解答」を選択いただいた場合、マークシートへの転記は学校

の先生にお願いしています。 

 

（２）事前／事後学習教材の有無、内容 

①事前学習教材：教師用ガイドセット（無料） 

初めて GTECを受検する生徒が、GTEC 独特の出題形式になれることができる、一斉指導用の教材を

先生にお渡ししています。「トライアルテスト」「『情報検索』問題集」「『表現力を育む』演習冊子」

が含まれており、GTEC受検前の事前準備として活用可能です。 

トライアルテスト 

GTEC と同様の出題形式の練習問題となっています。生徒が本番で実

力を発揮できるよう、GTEC 受検前に授業時間 40分ほどを使ってトラ

イアルテストを実施し、出題形式に慣れさせることが可能です。 

「情報検索」問題集 

GTEC Reading Part Bの出題形式に対応した、英文の広告などを読み

取る情報検索型の問題集です。短時間で必要な情報のみを引き出すス

キャニング力を育成する問題内容となっています。計 18 題掲載して

おり、朝学習の時間などにも活用可能となっています。 

「自分の意見を伝え

る」演習冊子 

※リニューアルのため 

名称未確定 

英語によるアウトプット活動の取り組み方を示した演習冊子です。表

現活動に入る前のブレインストーミングの活動などの説明も含まれ

ており、段階的な演習を授業冒頭 15 分ほどで実施することが可能で

す。 

 



②事後学習教材：スキル UPワーク（無料） 

事後学習教材として、生徒一人ひとりにスキル UPワークを配付しています。また、「話すこと」に

ついては Web 上で学習をすることができます。 

スキル UPワーク 

（聞くこと、読むこと、

書くこと） 

リスニング・リーディング・ライティングの３技能について、自分

の CEFR に対応した学習ページに取り組むことで、効果的な学習が

できる付属学習教材です。個人成績票を見て気づいた自分の英語力

の強み・弱みに合わせて、技能ごとに学習に取り組むことができま

す。 

スキル UPワーク 

（話すこと） 

2019年より、スピーキングについては、Web 上で事後学習ができる

付属学習教材が追加されます。個人成績票を見て気づいた自分の英

語力の強み・弱みに合わせて、学習に取り組むことができます。 

※いずれの技能についても、以下のような構成で学習を促進しています。 

・スキルトレーニング：CEFR ごとにスラッシュリーディングや要約など、多様な学習法で各技能

を学ぶことができます。自分の CEFR と、一つ上のレベルの CEFRに合わせて取り組むことで、

CEFR に応じた英語力を伸ばすことができます。 

・スキルプラクティス：スキルトレーニングに取り組んだ後の実践練習問題。GTECと同じ形式の

練習問題で、スキルトレーニングの取り組みの成果を確認できます。 

 

（３）学習状況等のアンケートの有無、内容 

学習状況等のアンケートは特に実施していません。 

 

（４）個人受検の可否 

個人受検いただくことはできません。 

 

（５）問題内容の情報提供 

問題の一部を Web サイトに公開しています。また、学校からご要望をいただいた場合は、見本

として渡しているテスト冊子（各タイプ１セット）があります。 

 

（６）その他 

・教育委員会等への情報提供に係る対応として、学校から教育委員会等への情報提供の元となる

書式・集計結果を提供します。前提として、教育委員会等への情報提供は、弊社から直接は行

えません。但し教育委員会主催の場合はこの限りではありません。 

 

 

  



認定要件への適合性の申告内容について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Core タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

 

Ⅰ．出題に関すること 

（1）出題の基本方針 

 

①主な対象者 

中学校 1年生～高校 1年生 

 

②測定しようとする資質・能力 

＜全タイプ共通＞ 

「聞くこと」に関する資質・能力、「読むこと」に関する資質・能力、「話すこと」に関する資質・

能力、「書くこと」に関する資質・能力。 

 

③出題範囲 

タイプ 出題範囲 

Core 義務教育範囲、コミュニケーション英語Ⅰ、英語表現Ⅰ 

 

④出題方針 

実際の言語使用場面を前提とし、英語コミュニケーション能力を測定することを目的としたスコ

ア型 4技能検定です。授業で学んだ英語を「実際に使う」手ごたえを感じられる、日本の中高生

に適した出題です。自分が登場人物になったつもりで取り組める問題も出題されており、受検そ

のものが英語を使った生活体験に感じられるように工夫しています。 

※「知識・技能」を問う問題 … 視覚的情報をもとに、状況や場面、事物を描写説明した短文を

聞き分ける力や短文の文脈を理解するとともに、語彙選択上最も適切な表現を正確に判断する

力を問う問題を出題します。 

※「思考力・判断力・表現力」を問う問題 … その場で求められている課題(タスク)を解決する

力、全体の概要を理解する力などを問うとともに、相手に伝わるように状況を説明する力や与

えられた話題について、限られた時間の中で自分の意見を説得力を持って表現する力を問う問

題など、発信技能に関する出題も充実しています。 

 

⑤出題構成と学習指導要領との対応 

GTEC は学習指導要領に則ったテストです。各タイプの学習指導要領との対応関係は以下の通り

で、各出題に対応している学習指導要領の科目・項目を「※」で示しています。 

・必履修範囲外のコミュニケーション英語Ⅱ、英語表現Ⅱに力点が置かれている場合は、下線を

引いています。 

・2019 年度より、「書くこと」の出題において、与えられた Eメールで問われる内容について、

限られた時間の中で適切な回答を表現する力を問う、「Eメール」問題を追加します。 

 

 

 

 



Core（義務教育範囲も含む） 

Listening/聞くこと Reading/読むこと Speaking/話すこと Writing/書くこと 

A イラスト説明 8問 

（写真など与えられた

視覚的情報をもと

に、状況や場面、事

物を描写説明した短

文を聞き分ける力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（1）ア（2）ア 

※義務教育範囲(1) 

言語活動 ア 聞く

こと (ア)(イ) 

A 短文文脈理解 10

問 

（短文の文脈を理解

するとともに、語

彙選択上最も適切

な表現を正確に判

断する力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

 (2)イ 

※義務教育範囲(1) 

言語活動 ウ 読

むこと

(ア)(イ)(ウ) 

A 音読 2 問 

（英文を読み上げる形式

の出題で、状況や英文

を理解した上で、正確

な発音で音読する力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（2）ア 

※英語表現Ⅰ（2）ア 

※義務教育範囲(1) 言語

活動  イ  話すこと

（ア） 

 

A E メール 1問 

（与えられた Eメール

で問われる内容につい

て、限られた時間の中

で適切な回答を表現す

る力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（1）エ（2）イ 

※英語表現Ⅰ 

（1）イ（2）イ 

※義務教育範囲(1) 言

語活動 エ 書くこと

(ア)(イ)(ウ)(エ)(オ) 

B 会話応答 8 問 

（事前予測ができる情

報がない中で、不意

の質問に対する適当

な応答を素早く判断

し処理する力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ

（2）ア 

※義務教育範囲(1) 

言語活動 ア 聞く

こと(イ)(ウ) 

B-1 情報検索 8問 

（与えられた英文の

題材について、短

時間で必要な情報

を引き出す力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

(1)イ 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

(2)イ 

※義務教育範囲(1) 

言語活動 ウ 読

むこと(ウ) 

B 質問応答 4問 

（図示された情報を読み

取り、それに関する質

問を聞き取った上で、

適切に応答する力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ（1）

ウ 

※義務教育範囲(1) 言語

活動  イ  話すこと

(イ)(ウ) 

 

B 意見展開(Essay) 1

問 

（与えられた日常的な

話題について、限られ

た時間の中で自分の意

見を説得力を持って表

現する力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ

（1）エ（2）イ 

※英語表現Ⅰ（1）イ

（2）イ 

※義務教育範囲(1) 言

語活動 エ 書くこと

(ア)(イ)(ウ)(エ)(オ) 

C 課題解決 8 問 

［事前に与えられる視

覚情報と音声情報か

ら、その場で求めら

れている課題(タス

ク)を解決する力］ 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（1）ア（2）ア 

※義務教育範囲(1) 

言語活動 ア 聞く

こと(オ) 

B-2 概要把握 2問 

（与えられた英文の

題材について、短

時間で全体の概要

を理解する力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

 (1)イ 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

 (2)イ 

※義務教育範囲(1) 

言語活動 ウ 読

むこと(ウ) 

C ストーリー説明 1 問 

（日常的な出来事につい

て、話の流れを踏まえ

て相手に伝わるように

状況を説明する力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（1）ウ 

※英語表現Ⅰ 

（1）アウ（2）ウ 

※義務教育範囲(1) 言語

活動  イ  話すこと

(ア)(イ)(エ) 

 



D 要点理解 8 問 

（一定以上の長さの英

文を聞き、事前に与

えられる英語の質問

に答えるため必要な

情報を選択、適切な

判断をする力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（1）ア（2）ア 

※義務教育範囲(1) 

言語活動 ア 聞く

こと (オ) 

C 要点理解 8問 

（多めの英文につい

て、趣旨に関する

内容や詳細部分の

要点を理解し、必

要な情報を読み取

る力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

 (1)イ 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

 (2)イ 

※義務教育範囲(1) 

言語活動 ウ 読

むこと (ウ) 

D 意見陳述 1問 

（身近なテーマに対し

て、自分の意見とその

意見をサポートする理

由を言う力） 

※ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 

（2）アウ 

※英語表現Ⅰ 

（1）アウ（2）アウエ 

※義務教育範囲(1) 言語

活動  イ  話すこと

(ア)(イ)(エ)(オ) 

 

 

 

⑥出題形式（詳細は「（2）構成等」に記載） 

＜全タイプ共通＞ 

・聞くこと … 選択式 

・読むこと … 選択式 

・話すこと … 録音式 

・書くこと … 記述式 

 

⑦難易度 

CEFR では A1～A2 まで測定可能なテストとなっています。 

 

（2）構成等 

①出題形式 

Core 

  配点 試験時間 実施方法 出題形式 

聞くこと 210点 約 20分 筆記 選択式 

読むこと 210点 約 32分 筆記 選択式 

話すこと 210点 約 25分 タブレット 録音式 

書くこと 210点 約 25分 筆記 記述式 

※実施方法に関する補足 

聞くこと … CDによる一斉実施方式。 

話すこと … タブレット（1人 1台）による録音方式。 

 

②出題範囲と割合 

タイプ 出題範囲 出題割合 

Core 義務教育範囲、コミュニケーション英語Ⅰ、英語

表現Ⅰ 

10割 

※出題語彙・文法 … 中学の学習指導要領の範囲の語彙・文法レベル 

※出題割合に関する補足 

問題を解く上で必要となる語彙・文法は中学校指導要領の範囲となりますので、中学校の生徒で

も受検可能なテストとなっております。一方で、コミュニケーション英語Ⅰや英語表現Ⅰで重視

されている「聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考えなど

について、話し合ったり意見の交換をしたりすることや、簡潔に書くこと」などの統合的な活動



や「論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える」などの発信活動の成果を測定する目的で、

Core タイプを受検いただき、成績の伸長を把握していただくことも可能です。 

 

（３）難易度設定の考え方・方法 

GTEC には Core、Basic、Advancedという 3 つの難易度別の問題タイプがあり、中学生および高校

生の英語力を測るのに適した難易度設定になっています。目安受検学年は、Core は中学校 1年生

～高校 1年生となっています。また、CEFR では A1～A2 まで測定可能なテストとなっています。

いずれのテスト版においても、問題企画に沿って出題をしており、使用する語彙レベルや文法レ

ベルなども出題企画に沿って作問されます。加えて、1 問 1問の難易度は事前に被験者を集めて

分析したデータをもとに設定されており、その分析結果をもとに項目応答理論（IRT）という手

法を用いてスコア化しています。 

 

（４）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

・実際の言語使用場面を前提とし、英語コミュニケーション能力を測定することを目的としたス

コア型 4技能検定です。授業で学んだ英語を「実際に使う」手ごたえを感じられる、日本の中

高生に適した出題です。自分が登場人物になったつもりで取り組める問題も出題されており、

受検そのものが英語を使った生活体験に感じられるように工夫しています。 

・受検後、約 1か月半で受検者に製本された紙媒体のスコアレポート（個人成績票）を学校経由

でお届けします。項目応答理論（IRT）を利用して、技能ごとの絶対評価によるスコアを受検者

にはお返ししますので、受検者はスコアの推移で英語力の伸びを実感できるようになっていま

す。 

・スコアレポートには、受検者 1人ひとりに対し、各技能を伸ばしていくために日々の学習で何

をすべきかのアドバイスや、付属教材「スキル UP ワーク」の具体的な学習ページも示されてい

ます。また、受検者の書いた Writing答案に添削を入れた画像も含まれており、観点別に採点

された結果に加え、採点者からのメッセージも付けてお返しします。 

 
 

Ⅱ．結果提供に関すること 

（1）受検者個人への結果提供内容・方法 

・受検者には下記の項目をフィードバックとして提出いたします。 

31 受検月 

32 各技能 及び Total のスコア 

33 各技能 及び Total のグレード 

34 各技能 及び Total の校内平均スコア 

35 各技能 及び Total の校内順位 

36 リーディングの WPM（words per minute） 

37 各技能 及び Total の Can Do メッセージ 

38 各技能 及び Total の成績推移 

39 問題 Part別の全国平均正解率・校内平均正解率・受検者平均正解率 

（リーディング・リスニング） 

40 小問単位での受検者の解答と正誤（リーディング・リスニング） 

41 採点観点別の受検者の素点（ライティング・スピーキング） 

42 学習アドバイス 

43 付属教材「スキル UP ワーク」の取り組みページ 

44 受検者の書いた Writing答案（添削有り） 

45 Writing答案に対する採点者からのメッセージ 

 



・受検後、約 1か月半で受検者に、技能ごとのスコアやグレード等が掲載されている、製本され

た紙媒体のスコアレポート（個人成績票）を学校経由でお届けします。 

 

（2）学校等への結果提供内容・方法 

・学校には下記の項目をフィードバックとしてお返しします。 

33 実施月 

34 各技能 及び Total の全国 及び 校内平均スコア（過年度 及び 過回の結果を含む） 

35 各技能 及び Total の校内平均 グレード 

36 リーディングの全国 及び 校内平均 WPM（words per minute） 

37 各技能 及び Total の校内平均スコア推移 

38 各技能 及び Total のスコア成績分布（過年度 及び 過回の結果を含む） 

39 各技能の指導アドバイス 

40 問題 Part別・設問別の全国平均正解率・校内平均正解率（リーディング・リスニング） 

41 問題 Part別 当該校注目問題（リーディング・リスニング） 

42 設問別正解率一覧（リーディング・リスニング） 

43 採点観点別の素点分布（ライティング・スピーキング） 

44 問題ごとに高得点者 1名・平均得点者 1名のライティング答案例 

45 クラス別成績一覧 

46 各技能の成績トップ 20・前回からの成績推移トップ 20 

47 個人成績一覧（Totalスコアの降順） 

48 Writing答案に対する採点者からのメッセージ 

 

・受検後、約 1か月半で学校に製本された紙媒体の団体帳票をお届けします。技能ごとに詳細な

フィードバックをお返ししますので、学校が設定した到達目標に達することができたかどうか

を検証し、校内の指導改善に活かすことができます。 

・受検者全員の「個人成績一覧」・「ライティング答案（PDF ファイル形式）」 及び 成績上位

者・中位者の「スピーキング解答音声データ」を Web経由にて提供します。 

・学校からの要望に応じ、弊社担当者による受検結果報告会を実施します。 

 

（3）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する評価の考え方と分析の手法 

GTEC のスコアは「IRT（Item Response Theory）」という統計手法で算出されています。IRT で

算出されたスコアは同一尺度上に表現されるためスコアを直接比較することが可能なので、問題

タイプ間の比較（Core、Basic、Advanced）や過去受検回との比較をすることができます。ま

た、各技能のスコアに応じて can-do statementsが設定されており、さらに CEFR（Common 

European Framework of Reference for Languages：ヨーロッパ言語共通参照枠）レベルではど

のレベルになるかの対照表をもとに、該当 CEFRレベルを併せて返却しています。 

 

※GTEC では Council of Europe が公表している手法に基づき CEFR との対応関係を検証していま

す。その検証において、「読むこと」「聞くこと」「書くこと」「話すこと」の各 CEFR レベル

における閾値スコアを判定しているため、技能ごとに CEFRレベルとの対応関係を確認すること

が可能です。また、スコア型の検定として各技能の閾値スコアを加算し、4 技能総合の閾値ス

コアも示しています。 

 

 

 



Ⅲ．運営に関すること 

（1）問題の質を確保するための方法 

 

①信頼性について 

事前のフィールドテストで得られた項目パラメータ（識別力、困難度）を用い、各テスト版につ

いて、テスト特性曲線、テスト情報量、条件付き測定の標準誤差を計算します。これらの値は統

計的仕様で定められた基準値と比較され、不十分であれば問題の差し替え等の対応を行います。

このプロセスを通じて、各テスト版の測定精度が十分高くなるように管理しています。 

 

②妥当性の研究・検証結果等 

GTEC については、これまで下記の妥当性研究をしています。 

・GTEC スコアと CEFRレベル関連付け調査報告(2017） 

http://cees.or.jp/pdf/reports/2017/Standard_Setting_Report.pdf 

 

③作問体制、第三者評価（外部有識者を含む）、検証方法等 

作問時に第三者（外部有識者を含む）を交えた審査会を実施しています。また、全国検定振興機

構に加盟をしており、今後は当機構による第三者評価を予定しています。 

・作問体制：作問は海外の作問会社で執筆、社内での確認（１版あたり、10 名程度）、第三者評

価（７名程度）で行います。 

・検証方法：実施結果を踏まえ、版全体としての、テスト特性曲線、テスト情報量、1問毎の項

目特性（識別力、困難度）の確認を行います。その結果は作問関連者に共有し、それ以降の作

問に活かすこととしています。 

 

（2）学校における実施方法（アセスメントとしての GTECを受検いただく場合の実施方法） 

・「実施の手引き」を送り、手引きを参考にして先生に実施いただきます。技能毎に別日受検も

できます。 

・リーディング・リスニング・ライティングの 3技能は、CDを流したままで試験を進める形式の

ため、基本的に試験中は先生が指示を出す必要はありません。CDから日本語ナレーションが流

れ、解答時間も CDで進行管理します。主に先生に行っていただくことは、①問題冊子や解答用

紙等の配布・回収 ②CDの再生 ③試験時間中の監督 です。 

・スピーキングは、弊社よりタブレットを貸し出し（最大 5営業日）、音声を吹き込んでご返送

いただく形で実施します。「試験監督先生用マニュアル」の台本にしたがって先生に指示を出

していただき、テスト開始後はアプリで自動的に進行します。スピーキングの実施にネットワ

ーク環境は必要ありませんので、教室でそのまま実施いただけます。主に先生に行っていただ

くことは、①タブレットやイヤホン等の配布・回収 ②進行に関する説明 ③試験時間中の監督 

です。 

・実施まわりについて不明点などあれば、お客様サービスセンター（電話窓口）で承ります（受

付時間／月～金 8:00～19:00 土 8:00～17:00 祝日、年末・年始を除く）。なお、日曜日は受付

することができません。 

・欠席者などへの対応について、後日実施が可能です。ただしスピーキングのタブレットの貸出

期間は最大 5営業日で延長ができませんので、その期間中での実施をお願いします。 

 

※検定としての GTECを受検いただく場合の実施方法については、現在検討中です。 

 

（3）採点の方法と体制 

①採点の仕組み 

・年間を通して英語アセスメントの採点業務を行っている海外の拠点にて採点を実施しています。 



・採点会場に採点者を集め、システムを使用し安全な情報管理のもと採点業務を遂行しています。 

 

②採点者の採用・研修、品質チェック 

・採用試験 

 英語能力試験及び面接を実施し、一定の基準を満たした者を採用しています。 

・初期研修 

 所定の研修プログラムに沿ってトレーニングを実施しています。 

 業務の理解度が十分であると判断された後、事前研修に参加させます。 

・事前研修 

 初期研修後、実際の採点を想定した事前研修を実施しています。 

 事前研修の修了テストで合格した者のみが採点業務に従事しています。 

・品質チェック 

 採点中は採点監督者による品質チェックを実施しています。 

 結果に応じて採点者を個別に指導し、改善が見られない場合には当該採点者による採点を中止

させます。 

 

③採点方法 

・すべての解答は、複数名の採点者で採点しています。 

・2名の採点者が同じ解答をそれぞれに採点し、2名の採点結果が異なる場合、システムで対象解

答を抽出します。 

・抽出された対象解答については、採点監督者が最終採点結果を確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（4）情報管理体制 

セキュリティ 

・ベネッセは、ISO27001（情報セキュリティマネジメント）、JISQ15001（P マーク）の認定を取 

得しています。各規格の要求事項を踏まえ、業務の構築・運用設計を行い、機密情報や個人情 

報に関する破損・紛失・漏えいリスクの低減や回避を図ります。 

 

全体では、以下の観点でセキュリティ施策を実施します。 

観点 概要 

A．人に関する施策 
（1）ベネッセグループのセキュリティ規程研修の実施 

（2）機密（個人）情報取り扱い各種ルールの遵守 

B．場所に関する施策 

（1）ゾーニング施策によるセキュリティ水準確保 

①関係者以外の侵入防止と入退出管理・履歴取得 ②災害対策 

③情報隔離・持ち出し防止 ④保管・廃棄時の安全性確保 

（2）拠点の設備・運用の安全性の確認 

C．工程に関する施策 

（1）各工程で個別に配慮すべき施策内容・留意事項の確認 

   ①情報の取得（生成）時  ②情報の利用時  ③情報保管期間内 

   ④情報の移送（送信）時  ⑤情報の廃棄（消去）時 

D．電子的情報に 

関する施策 
ベネッセセキュリティ基準に準じ、使用する情報機器のセキュリティ対策 

E．業務システムに 

関する施策 
ベネッセのセキュリティ基準に則りセキュリティ施策を実施 

 

緊急事態や不測の事態への対応 

・緊急事態や不測の事態へ対応するため、発生時の報告・連絡・相談体制をあらかじめ構築しま 

す。 

・事故・障害発生時に備えて、あらかじめ担当メンバーの緊急連絡網を作成し、重大事案発生時

には速やかに事業推進責任者に報告を行い、対応の判断・指示をすることで、的確かつ迅速に対

応し、影響を最小限に抑える体制を準備します。 

 

 

※「Ⅲ．運営に関すること」に関する上記の内容は、2018年 11月末時点の情報です。 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅳ．情報開示に関すること 

（1）障害のある受検者等への配慮 

区分 対象となる者 配慮する事項 

視覚に関す

る配慮事項 

①点字教育を受け

ている者 

②弱視者（障害程度

等級が 6 級程度） 

③上記以外の視覚

障害者で、学校側で

配慮が必要と判断

した者 

①点字教育を受けている者 

■問題冊子・解答方法 

「読む」「聞く」「書く」 

・点字問題冊子・点字解答用紙 

「話す」 

・点字問題冊子・タブレット端末（解答録音用） 

■試験時間 

「読む」・通常の約 3倍に延長 

「聞く」・通常の約 1.5倍に延長 

「書く」・通常の 1.5倍に延長 

「話す」・延長対応（何倍にするかは現在調査中） 

②弱視者（障害程度等級が 6級程度） 

■問題冊子・解答方法 

「読む」「聞く」「書く」 

・文字拡大の問題冊子と通常問題冊子 

・問題冊子の解答番号にチェックする解答 

「話す」 

・文字拡大の問題冊子・タブレット端末（通常版） 

■試験時間 

「読む」 

・（希望に応じて）通常の 1.5倍に延長 

「聞く」「書く」「話す」 

・通常実施 

③上記以外の視覚障害者 

■問題冊子・解答方法 

「読む」「聞く」「書く」 

・問題冊子の解答番号にチェックする解答 

・そのほかは通常実施 

「話す」 

・通常実施 



聴覚に関す

る配慮事項 

①聾者・重度難聴

者 

②中・軽度難聴者 

①聾者・重度難聴者 

■問題冊子・解答方法 

「読む」「書く」 

・通常実施 

「聞く」 

・スクリプトのご提供 

「話す」 

＜口話にも障害がある受検者＞ 

・スピーキング免除（非受検のご案内） 

＜口話に障害がほとんどない受検者＞ 

・通常実施（一部のパートについて問題カードを提供） 

・採点拠点へ該当受検者の情報を連携 

②中・軽度難聴者 

■問題冊子・解答方法 

「読む」「書く」 

・通常実施 

「聞く」 

・強音放送、ヘッドセットの装用を許可した上で通常実施 

「話す」 

・補聴器や人工内耳の装用を許可した上で通常実施 

※別室での受検が必要な場合は、学校にて準備をしていただきます。 

※「問題冊子の解答番号にチェックする解答」を選択いただいた場合、マークシートへの転記は学校

の先生にお願いしています。 

 

（2）事前／事後学習教材の有無、内容 

①事前学習教材：教師用ガイドセット（無料） 

初めて GTECを受検する生徒が、GTEC 独特の出題形式になれることができる、一斉指導用の教材を

先生にお渡ししています。「トライアルテスト」「『情報検索』問題集」「『表現力を育む』演習冊子」

が含まれており、GTEC受検前の事前準備として活用可能です。 

トライアルテスト 

GTEC と同様の出題形式の練習問題となっています。生徒が本番で実

力を発揮できるよう、GTEC 受検前に授業時間 40分ほどを使ってトラ

イアルテストを実施し、出題形式に慣れさせることが可能です。 

「情報検索」問題集 

GTEC Reading Part Bの出題形式に対応した、英文の広告などを読み

取る情報検索型の問題集です。短時間で必要な情報のみを引き出すス

キャニング力を育成する問題内容となっています。計 18 題掲載して

おり、朝学習の時間などにも活用可能となっています。 

「自分の意見を伝え

る」演習冊子 

※リニューアルのため 

名称未確定 

英語によるアウトプット活動の取り組み方を示した演習冊子です。表

現活動に入る前のブレインストーミングの活動などの説明も含まれ

ており、段階的な演習を授業冒頭 15 分ほどで実施することが可能で

す。 

 



②事後学習教材：スキル UPワーク（無料） 

事後学習教材として、生徒一人ひとりにスキル UPワークを配付しています。また、「話すこと」に

ついては Web 上で学習をすることができます。 

スキル UPワーク 

（聞くこと、読むこと、

書くこと） 

リスニング・リーディング・ライティングの３技能について、自分

の CEFR に対応した学習ページに取り組むことで、効果的な学習が

できる付属学習教材です。個人成績票を見て気づいた自分の英語力

の強み・弱みに合わせて、技能ごとに学習に取り組むことができま

す。 

スキル UPワーク 

（話すこと） 

2019年より、スピーキングについては、Web 上で事後学習ができる

付属学習教材が追加されます。個人成績票を見て気づいた自分の英

語力の強み・弱みに合わせて、学習に取り組むことができます。 

※いずれの技能についても、以下のような構成で学習を促進しています。 

・スキルトレーニング：CEFR ごとにスラッシュリーディングや要約など、多様な学習法で各技能

を学ぶことができます。自分の CEFR と、一つ上のレベルの CEFRに合わせて取り組むことで、

CEFR に応じた英語力を伸ばすことができます。 

・スキルプラクティス：スキルトレーニングに取り組んだ後の実践練習問題。GTECと同じ形式の

練習問題で、スキルトレーニングの取り組みの成果を確認できます。 

 

（3）学習状況等のアンケートの有無、内容 

学習状況等のアンケートは特に実施していません。 

 

（4）個人受検の可否 

個人受検いただくことはできません。 

 

（5）問題内容の情報提供 

問題の一部を Web サイトに公開しています。また、学校からご要望をいただいた場合は、見本

として渡しているテスト冊子（各タイプ１セット）があります。 

 

（6）その他 

・教育委員会等への情報提供に係る対応として、学校から教育委員会等への情報提供の元となる

書式・集計結果を提供します。前提として、教育委員会等への情報提供は、弊社から直接は行

えません。但し教育委員会主催の場合はこの限りではありません。 

 

 

 



（様式3）

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション
測定ツール名：GTEC  Advancedタイプ・Basicタイプ・Coreタイプ
対象教科：英語
測定内容の区分：標準／基本タイプ

Ⅰ．出題に関すること

＜提出任意の書類等＞

Ⅰ．（1） Ⅰ．（2） Ⅰ．（3） Ⅰ．（4） Ⅰ．（5）

学習指導要領との整合性 学習指導要領との整合性に関する補足資料 資料1 ○

Ⅱ．結果提供に関すること

＜提出任意の書類等＞

Ⅱ．（1） Ⅱ．（2）

生徒用帳票見本（3技能版）
*19年度以降は4技能版にリニューアル予定

資料2 ○

生徒用帳票見本（Speaking）
*19年度以降は4技能版にリニューアル予定

資料8 ○

教師用帳票見本（3技能版）
*19年度以降は4技能版にリニューアル予定

資料3 ○

教師用帳票見本（Speaking）
*19年度以降は4技能版にリニューアル予定

資料9 ○

Ⅲ．運営に関すること

＜提出必須の書類等＞

実施要項（試験時間、実施方式、実
施期間、受検料、標準返却期間等）

実施のご案内 資料4

GTEC
実施の手引き＿３技能

資料5

GTEC
実施の手引き＿Speaking

資料6

＜提出任意の書類等＞

Ⅳ．情報開示に関すること

＜提出任意の書類等＞

事後教材：STEP UPノートに関する
補足資料
※19年度より教材名称はスキルUPワークに変更

事後教材：STEP UPノートに関する補足資料 資料7

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

書類等の名称 資料番号

学校用実施マニュアル

生徒用帳票

教師用帳票

認定要件への適合性を示す書類等一覧について

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

対応する認定基準

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

対応する認定基準
書類等の内容



2018年度検定について

2018年度  実施のご案内
全国の先生方の想いとともに，日本の英語教育を支え続けて20年。

※GTEC for STUDENTSをはじめとするGTECシリーズは，「GTEC」に名称を統一いたしました。

スコア型4技能英語検定

目次
● GTECとは ………………………… P.2～3
● 検定受検の時間割について ……………P.4
● 検定受検の実施について ………………P.5

● 検定受検のお申し込みについて…………P.6
● 通常受検の実施について ………………P.7
● 通常受検のお申し込みについて ………P.8

http://www.benesse.co.jp/gtec/

GTEC  入試 検  索

新入試で必要な英語力はもちろん，
留学・高校卒業後も使える
英語力を育む
「読む」「聞く」「書く」「話す」の4技能をスコア型の絶対評
価で測定技能別にスコアの伸びを実感することで生徒の
やる気を引き出します。

825000

特長

オフィシャルスコアを
大学入試に活用できる
多くの大学・短期大学の一般・推薦・AO入試で，GTECのオ
フィシャルスコアが活用されています。最新の入試活用情
報は，各大学・短期大学の入試要項などをご確認ください。

4技能ご請求金額　4，640円（標準受検料　5，040円）
3技能ご請求金額　2，880円（標準受検料　3，080円）／Speaking ご請求金額　1，760円（標準受検料　1，960円）

1回目検定日：6月16日（土） 資材回収日：6月18日（月）

※Advanced・Basicタイプの日程となります。
2回目検定日：9月 1日（土） 資材回収日：9月 3日（月）

3回目検定日：12月1日（土） 資材回収日：12月3日（月）

申込受付期間：4月 2日（月）～  5月11日（金）

申込受付期間：6月  1日（金）～  7月13日（金）

申込受付期間：9月3日（月）～ 10月19日（金）

料金（税込）

①WEBでのお申し込み
「Benesse High School Online」からご利用いただけます。
http://www.bhso.ne.jp/info/sts
 ※お申し込みには，学校ID・ログインコードが必要です。

②お電話でのお申し込み
申込書の内容をお伺いします。最後に復唱しますので，ご確認をお願いします。
0120-350455（通話料無料）

通常受検のお申し込みについて

大学入試センター
大学入試英語
成績提供システム

参加決定

GTEC（3技能）

※申込期限を過ぎてからのお申し込みは受付
　することができません。予めご了承ください。（　　　　 　  　　）

■振替用紙（手数料弊社負担）をご利用のうえ，お申し込みと同時に郵便局よりご送金ください。
■郵便局がお渡しする「振替払込請求書兼受領証」は貴校の控えとなりますので，大切に保管してください。
　2017年3月より，請求書等がBenesse High School Onlineよりダウンロードできるようになりました。

◎ご送金方法

＜弊社教材・サービスにおける個人情報の利用目的・取り扱い＞

弊社教材・サービスでは，各採択校における弊社教材・サービスの利用に際して提供いただく生徒様の個人情報を，当該教材および付随サービス提供
の目的で利用します。
※上記の情報を弊社が提供する他のサービスの情報と併せて，弊社の学習・進路・進学支援のための教材・情報提供サービス等の基礎資料・データと
して利用します。
※統計処理・分析した結果を，同様の目的のために，ベネッセグループ会社または関連会社・教育機関等に情報の取り扱いに関する契約を交わしたうえ
で提供することがあります。
個人情報は学校様および生徒様の意思に基づきご提供いただくものとしますが，不足がある場合弊社からの商品・サービスの提供が行えないことがあ
りますので，あらかじめご了承ください。
弊社は，教材・サービスの目的の範囲内で，個人情報の取り扱いの全部または一部を，自らの責任と負担において第三者に業務委託することがあります
が，その場合には，当該第三者との間において委託契約書を交わし適切な管理をいたします。このような業務委託および法令の定めによる場合を除き，
ご提供いただいた個人情報を，事前の同意なく第三者に提供することは一切ありません。
成績推移データの提供や，毎年の入試結果の総括を行い次年度の入試動向を予測する統計データ等作成のために，一定期間生徒様の情報を保管いた
しますが，その情報の取り扱いにつきましては必要かつ適切な措置を講じて万全の配慮を行います。

株式会社ベネッセコーポレーション
CPO（個人情報保護最高責任者）

〈お問い合わせ先〉
個人情報の取り扱いおよび管理についてのお問い合わせは，全国の先生方からのテスト・教材等のお問い合わせ窓口であるお客様サービスセンターにて，承ります。
0120-350455（通話料無料） 　
受付時間／月～金 8：00～19：00　土 8：00～17：00
（祝日，年末・年始を除く） 
〒700-8686 岡山県岡山市北区南方3-7-17
なお，弊社の個人情報保護方針につきましては，http://www.benesse.co.jp/privacy/に掲載しております。

受付時間／月～金 8：00～19：00　土 8：00～17：00
（祝日，年末・年始を除く）

●お客様サービスセンター
お問い合わせ先

（通話料無料）

NEW

※中学生・高校生対象GTEC見込み受検者数／検定実施+通常実施受検者数（2017年12月時点）+通常実施申込者数（2017
年12月時点）
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受検者数の推移

2017年度

102万人※

受検者数（見込）

通常受検

8

貴校実施日の15日前までにWEBまたはお電話でお申し込みください。お申し込みの時期が実施日の15日
前を切りますと，貴校への問題到着が遅くなる場合もあります。また，専用の申込書にご記入のうえ，FAX
でお申し込みいただくこともできます。

◎お申し込みについて



受検の種類 実施日・実施可能期間 回収日

検定受検／通常受検共通 検定受検／通常受検共通

GTEC

GTEC とは

2 3

◎問題内容

◎実施時間

Reading

通常受検

検定日以外はいつでも実施可能

Advanced（Basic※2）
[No.1]2018年  6月25日(月)～2018年8月31日(金)
　　　 2018年11月12日(月)～2018年12月7日(金)
[No.2]2018年12月10日(月)～2019年2月21日(木)
Core ※年間に実施いただける回数は1回となります。
2018年  6月  1日(金)～2018年8月31日(金)及び
2018年11月12日(月)～2019年2月21日(木)

1回目：6月16日（土）

2回目：9月  1日（土）検定受検※1
（4技能検定・3技能検定）

いつでも回収可能
（日曜日，年末年始を除く）

3技能受検の場合
（Reading・Listening・Writing）

Speaking受検の場合 実施終了日の
翌営業日

6月18日（月）

9月  3日（月）

3回目：12月1日（土） 12月3日（月）

Part A Part B Part C Part D
語い・語法問題 情報検索・概要把握問題 要点理解問題

Advanced

Basic

Core

Advanced

Basic

Core

Advanced

Basic

Core

Advanced

Basic

Core

Advanced

Basic

Core

Advanced

Basic

Core

Advanced

Basic

Core

Listening

Writing Advanced・Basic・Coreとも1問/20分　自由記述形式

Speaking Advanced（Basic）・Coreとも12問/25分　タブレット実施

分野
技能

写真・イラスト説明問題 会話応答問題 課題解決問題 要点理解問題

14問/7分

12問/6分

10問/5分

14問/14分

12問/14分

10問/12分

15問/24分

12問/25分

8問/15分

10問/6分

10問/6分

8問/4分

10問/5分

10問/5分

8問/4分

10問/8分

10問/8分

8問/5分

10問/6分

10問/6分

8問/5分

※上記の時間は，問題の指示や例題の説明を含んでいます。
　また，問題設計上，上記の時間より前にCDの音声が終了する場合があります。

下記の結果帳票を返却いたします。
■検定受検の場合
<4技能※>4技能オフィシャルスコア証明書（新スコア）
<3技能>3技能オフィシャルスコアレポート（現行スコア），教師用帳票
<Speaking※>Speakingスコアレポート（現行スコア），教師用帳票
※4技能で検定受検された場合のみ返却されます。

■通常受検の場合
<3技能>3技能オフィシャルスコアレポート（現行スコア），教師用帳票
<Speaking>Speakingスコアレポート（現行スコア），教師用帳票

※1  4技能の検定受検はAdvanced・Basicタイプのみのご用意となります。Coreタイプで検定受検する場合は，3技能のみとなります。
　　 また，2回目検定はAdvanced・Basicタイプのみの実施となります。
※2  Speakingについては，AdvancedタイプとBasicタイプが同一の問題です。

「検定受検」の場合のみ，オフィシャルスコアとして認定されます。「OFFICIAL SCORE」を入試活用
している大学もあります。詳しくは，GTECの公式ホームページ（http://www.benesse.co.jp/gtec/）
をご覧ください。
※なお掲載情報は，予告なく更新される場合がありますので，必ず各大学の入試要項をご確認ください。

◎実施日と回収日
GTEC には，「検定受検」と「通常受検」があります。

◎結果発送について

◎オフィシャルスコアについて

4技能オフィシャルスコア証明書（新スコア）

4技能のスコアが表示
されます。
４技能のCEFR別結果を
確認することができます。

3技能オフィシャルスコアレポート（現行スコア）

この部分に「OFFICIAL 
SCORE」が印字されます。

返却物実施日 結果発送予定日受検の種類

検定受検

1回目：6月16日(土) Speaking
4技能

3技能

Speaking
4技能

3技能

Speaking
4技能

3技能

2018年  8月27日(月)発送予定
2018年  9月中旬発送予定

2018年  8月13日(月)発送予定

2018年11月  5日(月)発送予定
2018年11月下旬発送予定

2018年10月23日(火)発送予定

2019年  2月14日(木)発送予定
2019年  2月下旬発送予定
マークシート弊社到着後，約1.5～2か月後
(実施日や受検回により，結果発送日が異なる可能性があります)

実施機器(タブレット端末)弊社到着後，約1.5～2か月後
(実施期間や受検タイプにより，結果発送日が異なる可能性があります)

2019年  2月  4日(月)発送予定

2回目：9月1日(土)

3回目：12月1日(土)

通常受検 検定日以外の実施
3技能

Speaking

Advanced/Basic

Core

115分

95分

合　計タイプ

45分

32分

Reading

25分

18分

Listening

20分

20分

Writing

25分

25分

Speaking



受検の種類 実施日・実施可能期間 回収日

検定受検／通常受検共通 検定受検／通常受検共通

GTEC

GTECとは

2 3

◎問題内容

◎実施時間

Reading

通常受検

検定日以外はいつでも実施可能

Advanced（Basic※2）
[No.1]2018年  6月25日(月)～2018年8月31日(金)

2018年11月12日(月)～2018年12月7日(金)
[No.2]2018年12月10日(月)～2019年2月21日(木)
Core ※年間に実施いただける回数は1回となります。
2018年  6月  1日(金)～2018年8月31日(金)及び
2018年11月12日(月)～2019年2月21日(木)

1回目：6月16日（土）

2回目：9月  1日（土）検定受検※1
（4技能検定・3技能検定）

いつでも回収可能
（日曜日，年末年始を除く）

3技能受検の場合
（Reading・Listening・Writing）

Speaking受検の場合 実施終了日の
翌営業日

6月18日（月）

9月  3日（月）

3回目：12月1日（土） 12月3日（月）

Part A Part B Part C Part D
語い・語法問題 情報検索・概要把握問題 要点理解問題

Advanced

Basic

Core

Advanced

Basic

Core

Advanced

Basic

Core

Advanced

Basic

Core

Advanced

Basic

Core

Advanced

Basic

Core

Advanced

Basic

Core

Listening

Writing Advanced・Basic・Coreとも1問/20分　自由記述形式

Speaking Advanced（Basic）・Coreとも12問/25分　タブレット実施

分野
技能

写真・イラスト説明問題 会話応答問題 課題解決問題 要点理解問題

14問/7分

12問/6分

10問/5分

14問/14分

12問/14分

10問/12分

15問/24分

12問/25分

8問/15分

10問/6分

10問/6分

8問/4分

10問/5分

10問/5分

8問/4分

10問/8分

10問/8分

8問/5分

10問/6分

10問/6分

8問/5分

※上記の時間は，問題の指示や例題の説明を含んでいます。
　また，問題設計上，上記の時間より前にCDの音声が終了する場合があります。

下記の結果帳票を返却いたします。
■検定受検の場合
<4技能※>4技能オフィシャルスコア証明書（新スコア）
<3技能>3技能オフィシャルスコアレポート（現行スコア），教師用帳票
<Speaking※>Speakingスコアレポート（現行スコア），教師用帳票
※4技能で検定受検された場合のみ返却されます。

■通常受検の場合
<3技能>3技能スコアレポート（現行スコア），教師用帳票
<Speaking>Speakingスコアレポート（現行スコア），教師用帳票

※1  4技能の検定受検はAdvanced・Basicタイプのみのご用意となります。Coreタイプで検定受検する場合は，3技能のみとなります。
　　 また，2回目検定はAdvanced・Basicタイプのみの実施となります。
※2  Speakingについては，AdvancedタイプとBasicタイプが同一の問題です。

「検定受検」の場合のみ，オフィシャルスコアとして認定されます。「OFFICIAL SCORE」を入試活用
している大学もあります。詳しくは，GTECの公式ホームページ（http://www.benesse.co.jp/gtec/）
をご覧ください。
※なお掲載情報は，予告なく更新される場合がありますので，必ず各大学の入試要項をご確認ください。

◎実施日と回収日
GTEC には，「検定受検」と「通常受検」があります。

◎結果発送について

◎オフィシャルスコアについて

4技能オフィシャルスコア証明書（新スコア）

4技能のスコアが表示
されます。
４技能のCEFR別結果を
確認することができます。

3技能オフィシャルスコアレポート（現行スコア）

この部分に「OFFICIAL 
SCORE」が印字されます。

返却物実施日 結果発送予定日受検の種類

検定受検

1回目：6月16日(土) Speaking
4技能

3技能

Speaking
4技能

3技能

Speaking
4技能

3技能

2018年  8月27日(月)発送予定
2018年  9月中旬発送予定

2018年  8月13日(月)発送予定

2018年11月  5日(月)発送予定
2018年11月下旬発送予定

2018年10月23日(火)発送予定

2019年  2月14日(木)発送予定
2019年  2月下旬発送予定
マークシート弊社到着後，約1.5～2か月後
(実施日や受検回により，結果発送日が異なる可能性があります)

実施機器(タブレット端末)弊社到着後，約1.5～2か月後
(実施期間や受検タイプにより，結果発送日が異なる可能性があります)

2019年  2月  4日(月)発送予定

2回目：9月1日(土)

3回目：12月1日(土)

通常受検 検定日以外の実施
3技能

Speaking

Advanced/Basic

Core

115分

95分

合　計タイプ

45分

32分

Reading

25分

18分

Listening

20分

20分

Writing

25分

25分

Speaking



検定受検の実施について【重要】 検定受検の時間割について

検定受検 検定受検

パターン1）タブレットを移動させる場合
●受検人数・クラス数によって，空き教室などを利用し，生徒を振り分けて実施いた
だく必要があります。
●Spの前半受検生徒と後半受検生徒の実施教室が必ず別になるようにします。
●前半受検生徒のSp実施後に，タブレットを後半実施教室に移動させます。
※　生徒がタブレットを運んでも構いませんが，必ず監督先生の同伴のもと，Sp
の前半受検生徒と後半受検生徒が会話しないようにしてください。

※　必ず1教室あたり1人以上の監督者先生を置いてください。

パターン2）生徒を移動させる場合
●3技能を実施する教室（自教室など）とは別に，LL教室などSp実施専用の教室を
用意します。   
●前半受検生徒はSp実施専用教室でSpの実施後，3技能実施教室に移動し，実施・
待機をします。   
●後半受検生徒は3技能実施教室で待機・実施後，Sp実施教室に移動します。 
※　3技能の試験時間中，タブレットは鍵のかかった場所で保管しておくか，Sp実
施教室で先生に待機していただくなどし，タブレットが放置されている時間が
発生しないようにしてください。

※　Sp前半受検生徒と後半受検生徒が3技能実施教室で会話しないよう監督して
ください。

GTEC

4 5

スコアレポート（個人成績票）・
「STEP UPノート」を配付

「STEP UPノート」は受検者全員にお届けし
ます。技能別，GTECのグレード別に学習ペー
ジが構成されており，受検結果に応じた効果
的なスキル学習を行うことができます。
※Speakingについては，「STEP UPノート」
はありません。

教師用帳票（3技能・Speaking）では受検
結果をわかりやすく詳細に掲載しています。
インターネットフォルダには受検者全員の
「個人成績一覧」・「ライティング答案
（PDFファイル形式）」，またSpeaking 
Part CとPart D の「成績上位者・中位者
の音声データ」等を掲載します。
※一部の学校を除く

● 4技能検定の場合と同じ時間割（9:45開始）で実施してください。

● タブレットは，各学年（各お申し込み）につき，申込書に記載いただいた「受検者人数」の半数をご提供します。
● 複数学年でご実施される場合は，タブレットを学年間で混在させないようにしてください。
　 ※【重要】 混在された場合，スピーキングのスコアの返却ができませんので，くれぐれもご注意ください。 

受検者 「教師用帳票」と「インターネットフォルダ
掲載データ」で結果を確認

先生

「実施の手引き」を確認STEP2

検
定
前
日
ま
で

約
1.5
〜
2
か
月
後

検
定
日
当
日

回
収
日

回
収
日

翌
日
以
降

受検者へ「受検の前に読むしおり」を配付STEP3

GTECを受検STEP4

受検者全員分をお届けします。受検上の注意点や問題形式などを先生方の負荷なく受検者に事前に伝えることが
できます。

STEP5
実施後，ReadingとListening・Writingの「問題冊子」は必ず全て回収してください。
専用の回収封筒をお届けしますので，ご活用ください。

弊社指定の時間割でご実施ください。

資材のとりまとめ・梱包・返送STEP6

STEP8

資材とともにお届けしている「実施の手引き」を必ずご確認のうえ，ご準備ください。
「マークシート」・「実施機器」・「ヘッドセット」等の返送資材はすべて回収し，指定回収日に業者へ引き渡してく
ださい。
※回収日の変更はできません。

「問題冊子」の返却・「解答・解説集」の配付STEP7
検定日に回収した「問題冊子」と，検定日の翌週にお届けする「解答・解説集」を受検者へ配付してください。

テスト資材の確認STEP1
テスト資材は，検定日の3～5営業日前にお届けします。到着日の指定はできません。
資材の中に含まれている「実施の手引き」で受検の流れを確認します。
※「解答・解説集」は受検日の翌週にお届けします。
※検定日まで，問題冊子・実施用CD・実施機器（タブレット）は鍵のかかった場所で厳重に保管いただくよう
　お願いいたします。　　

※詳細はP.3を
　ご確認ください。

◎実施の流れ

「問題冊子」・「マークシート」・「実施機器」・「ヘッドセット」等の回収

▲

WEBサポートデスク

0120-350124 通話料無料
https://bhso.benesse.ne.jp/

Benesse High School Online／インターネットフォルダのお問い合わせを承ります。

受付時間／月～金8：00～19：00  土8：00～17：00  祝日，年末・年始を除く

TEL

WEB

※Benesse High School Onlineのご利用には学校ID・ログインコード または 先生
個人ID・パスワードが必要です。 先生個人IDは，Benesse High School Online内
の「個人登録から」発番していただけます。
※インターネットフォルダのご利用は先生個人ID・パスワードにてご利用いただけます。

2018年度のGTEC検定受検については，下記の時間割で実施ください。4技能検定受検の場合，
Speakingのタブレット台数は，申込書に記載いただいた「受検者人数」の半数をご提供しますので，
Speakingは前半と後半の2グループに分かれて受検をお願いいたします。試験の厳正化のため，必ず遵守い
ただきたく，ご調整・ご協力のほど，よろしくお願いいたします。
◎4技能検定の場合

◆ タブレットについて

◆ 検定日当日の実施について

◎3技能検定の場合

※Sp = Speaking　 3技能 ＝ Reading, Listening, Writing

・集合・資材配布・事前説明（5分～10分目安）
9:45  　Reading 開始（全タイプ共通）
・Reading → Listening → Writing の順番で休憩をはさまずに実施する。
11:15頃 Advanced/Basicタイプ 試験終了 ／ 10:55頃 Coreタイプ 試験終了
・問題・マークシートの回収・確認の後，解散。



検定受検の実施について【重要】 検定受検の時間割について

検定受検 検定受検

パターン1）タブレットを移動させる場合
●受検人数・クラス数によって，空き教室などを利用し，生徒を振り分けて実施いた
だく必要があります。
●Spの前半受検生徒と後半受検生徒の実施教室が必ず別になるようにします。
●前半受検生徒のSp実施後に，タブレットを後半実施教室に移動させます。
※　生徒がタブレットを運んでも構いませんが，必ず監督先生の同伴のもと，Sp
の前半受検生徒と後半受検生徒が会話しないようにしてください。

※　必ず1教室あたり1人以上の監督者先生を置いてください。

パターン2）生徒を移動させる場合
●3技能を実施する教室（自教室など）とは別に，LL教室などSp実施専用の教室を
用意します。   
●前半受検生徒はSp実施専用教室でSpの実施後，3技能実施教室に移動し，実施・
待機をします。   
●後半受検生徒は3技能実施教室で待機・実施後，Sp実施教室に移動します。 
※　3技能の試験時間中，タブレットは鍵のかかった場所で保管しておくか，Sp実
施教室で先生に待機していただくなどし，タブレットが放置されている時間が
発生しないようにしてください。

※　Sp前半受検生徒と後半受検生徒が3技能実施教室で会話しないよう監督して
ください。

GTEC

4 5

スコアレポート（個人成績票）・
「STEP UPノート」を配付

「STEP UPノート」は受検者全員にお届けし
ます。技能別，GTECのグレード別に学習ペー
ジが構成されており，受検結果に応じた効果
的なスキル学習を行うことができます。
※Speakingについては，「STEP UPノート」
はありません。

教師用帳票（3技能・Speaking）では受検
結果をわかりやすく詳細に掲載しています。
インターネットフォルダには受検者全員の
「個人成績一覧」・「ライティング答案
（PDFファイル形式）」，またSpeaking 
Part CとPart D の「成績上位者・中位者
の音声データ」等を掲載します。
※一部の学校を除く

● 4技能検定の場合と同じ時間割（9:45開始）で実施してください。

● タブレットは，各学年（各お申し込み）につき，申込書に記載いただいた「受検者人数」の半数をご提供します。
● 複数学年でご実施される場合は，タブレットを学年間で混在させないようにしてください。
　 ※【重要】 混在された場合，スピーキングのスコアの返却ができませんので，くれぐれもご注意ください。 

受検者 「教師用帳票」と「インターネットフォルダ
掲載データ」で結果を確認

先生

「実施の手引き」を確認STEP2

検
定
前
日
ま
で

約
1.5
〜
2
か
月
後

検
定
日
当
日

回
収
日

回
収
日

翌
日
以
降

受検者へ「受検の前に読むしおり」を配付STEP3

GTECを受検STEP4

受検者全員分をお届けします。受検上の注意点や問題形式などを先生方の負荷なく受検者に事前に伝えることが
できます。

STEP5
実施後，ReadingとListening・Writingの「問題冊子」は必ず全て回収してください。
専用の回収封筒をお届けしますので，ご活用ください。

弊社指定の時間割でご実施ください。

資材のとりまとめ・梱包・返送STEP6

STEP8

資材とともにお届けしている「実施の手引き」を必ずご確認のうえ，ご準備ください。
「マークシート」・「実施機器」・「ヘッドセット」等の返送資材はすべて回収し，指定回収日に業者へ引き渡してく
ださい。
※回収日の変更はできません。

「問題冊子」の返却・「解答・解説集」の配付STEP7
検定日に回収した「問題冊子」と，検定日の翌週にお届けする「解答・解説集」を受検者へ配付してください。

テスト資材の確認STEP1
テスト資材は，検定日の3～5営業日前にお届けします。到着日の指定はできません。
資材の中に含まれている「実施の手引き」で受検の流れを確認します。
※「解答・解説集」は受検日の翌週にお届けします。
※検定日まで，問題冊子・実施用CD・実施機器（タブレット）は鍵のかかった場所で厳重に保管いただくよう
　お願いいたします。　　

※詳細はP.3を
　ご確認ください。

◎実施の流れ

「問題冊子」・「マークシート」・「実施機器」・「ヘッドセット」等の回収

▲

WEBサポートデスク

0120-350124 通話料無料
https://bhso.benesse.ne.jp/

Benesse High School Online／インターネットフォルダのお問い合わせを承ります。

受付時間／月～金8：00～19：00  土8：00～17：00  祝日，年末・年始を除く

TEL

WEB

※Benesse High School Onlineのご利用には学校ID・ログインコード または 先生
個人ID・パスワードが必要です。 先生個人IDは，Benesse High School Online内
の「個人登録から」発番していただけます。
※インターネットフォルダのご利用は先生個人ID・パスワードにてご利用いただけます。

2018年度のGTEC検定受検については，下記の時間割で実施ください。4技能検定受検の場合，
Speakingのタブレット台数は，申込書に記載いただいた「受検者人数」の半数をご提供しますので，
Speakingは前半と後半の2グループに分かれて受検をお願いいたします。試験の厳正化のため，必ず遵守い
ただきたく，ご調整・ご協力のほど，よろしくお願いいたします。
◎4技能検定の場合

◆ タブレットについて

◆ 検定日当日の実施について

◎3技能検定の場合

※Sp = Speaking　 3技能 ＝ Reading, Listening, Writing

・集合・資材配布・事前説明（5分～10分目安）
9:45  　Reading 開始（全タイプ共通）
・Reading → Listening → Writing の順番で休憩をはさまずに実施する。
11:15頃 Advanced/Basicタイプ 試験終了 ／ 10:55頃 Coreタイプ 試験終了
・問題・マークシートの回収・確認の後，解散。



通常受検の実施について GTEC（3技能）検定受検のお申し込みについて

Advancedタイプの場合の時間割例
マークシートへの記入・問題冊子の配布等
Reading
Listening & Writing 
マークシート回収など

（15分）
（45分）
（45分）
（5分）

  9：00～  9：15
  9：15～10：00
10：00～10：45
10：45～10：50

マークシートへの記入・問題冊子の配布等
Reading
Listening & Writing
マークシート回収など

（15分）
（32分）
（38分）
（5分）

  9：00～  9：15
  9：15～  9：47
  9：47～10：25
10：25～10：30

Coreタイプの場合の時間割例

検定受検 通常受検

GTEC

6 7

受検者全員にお届けします。技能別，GTECの
グレード別に学習ページが構成されており，受
検結果に応じた効果的なスキル学習を行うこ
とができます。

教師用帳票では受検結果をわかりやすく
詳細に掲載しています。
インターネットフォルダには受検者全員の
「個人成績一覧」・「ライティング答案
（PDFファイル形式）」を掲載します。
※一部の学校を除く

受検者 先生

時間割の決定STEP1

実
施
前
日
ま
で

約
2
か
月
後

実
施
当
日

実施時間割を決定します。

「教師用ガイドセット」を使って指導STEP2
付属演習冊子を使い，事前にGTECの出題形式に慣れることができます。
「教師用ガイド」ではGTECの効果的な活用法などをご確認いただけます。
※「教師用ガイドセット」は原本をご提供します。必要に応じてコピーしてご活用ください。

受検者へ「受検の前に読むしおり」を配付 STEP3

GTEC（3技能）を受検STEP4

受検者全員分をお届けします。受検上の注意点や問題形式などを先生方の負荷なく
受検者に事前に伝えることができます。

実施後，「問題冊子」，「解答・解説集」は復習用にお持ち帰りいただけます。
すぐに答え合わせを行うことで，テストを受けたままにせず，次の学習につなげることができます。

資材のとりまとめ・梱包・返送STEP5

STEP6

資材とともにお届けしている「実施の手引き」を必ずご確認のうえ，ご準備ください。

※詳細はP.3を
　ご確認ください。

◎実施の流れ

ベネッセハイスクールオンラインより問題見本を資料請求していただけます。
https://bhso.Benesse.ne.jp/ ※お申し込みには，学校ID・ログインコードが必要です。

スコアレポート（個人成績票）・
「STEP UPノート」を配付

「教師用帳票」と「インターネットフォルダ
掲載データ」で結果を確認

▲

WEBサポートデスク

0120-350124 通話料無料
https://bhso.benesse.ne.jp/

Benesse High School Online／インターネットフォルダのお問い合わせを承ります。

受付時間／月～金8：00～19：00  土8：00～17：00  祝日，年末・年始を除く

TEL

WEB

※Benesse High School Onlineのご利用には学校ID・ログインコード または 先生
個人ID・パスワードが必要です。 先生個人IDは，Benesse High School Online内
の「個人登録から」発番していただけます。
※インターネットフォルダのご利用は先生個人ID・パスワードにてご利用いただけます。

▼申込書記入例 ▼申込書記入例

◎申込書について

◎実施責任者先生について

FAX送信先 0120-350470（通信料無料）
●検定受検のお申し込みは，「検定受検専用申込書」に必要事項をご記入のうえ，FAXにてお申し込み
ください。電話・WEBからのお申し込みは受け付けられませんのでご了承ください。
●Coreタイプの検定受検（「3技能」のみ）のお申し込みは「Coreタイプ検定受検専用申込書」にてお
申し込みください。
●「4技能」でお申し込みされた場合，今年度同一学年でGTEC SpeakingのCoreタイプを別途お申
し込みいただくことはできません。

検定受検のお申し込み時には，申込書「裏」に記載の「受検規約」をご確認いただき必ず「実施責任者先生」のご署名をい
ただいています。
実施責任者先生とは，「GTEC検定受検規約」に沿って，責任をもって検定受検を実施していただく先生のことです。
ご署名がない場合は，お申し込みを承ることができませんので，必ずフルネームをご記入のうえ，お申し込みください。

Advanced・Basicタイプ
検定受検専用申込書

Coreタイプ検定受検専用申込書

①受検技能数・問題タイプ
②受検者人数
③教師用予備部数
④生徒用スコアレポート校内順位の表示

⑤テスト実施用CD
⑥教師用ガイドセット

必ずご記入ください 必要な場合のみご修正ください
①受検者人数
②教師用予備部数
③生徒用スコアレポート校内順位の表示

④テスト実施用CD
⑤教師用ガイドセット

必ずご記入ください 必要な場合のみご修正ください

◎お申し込み方法



通常受検の実施について GTEC（3技能）検定受検のお申し込みについて

Advancedタイプの場合の時間割例
マークシートへの記入・問題冊子の配布等
Reading
Listening & Writing 
マークシート回収など

（15分）
（45分）
（45分）
（5分）

  9：00～  9：15
  9：15～10：00
10：00～10：45
10：45～10：50

マークシートへの記入・問題冊子の配布等
Reading
Listening & Writing
マークシート回収など

（15分）
（32分）
（38分）
（5分）

  9：00～  9：15
  9：15～  9：47
  9：47～10：25
10：25～10：30

Coreタイプの場合の時間割例

検定受検 通常受検

GTEC

6 7

受検者全員にお届けします。技能別，GTECの
グレード別に学習ページが構成されており，受
検結果に応じた効果的なスキル学習を行うこ
とができます。

教師用帳票では受検結果をわかりやすく
詳細に掲載しています。
インターネットフォルダには受検者全員の
「個人成績一覧」・「ライティング答案
（PDFファイル形式）」を掲載します。
※一部の学校を除く

受検者 先生

時間割の決定STEP1

実
施
前
日
ま
で

約
2
か
月
後

実
施
当
日

実施時間割を決定します。

「教師用ガイドセット」を使って指導STEP2
付属演習冊子を使い，事前にGTECの出題形式に慣れることができます。
「教師用ガイド」ではGTECの効果的な活用法などをご確認いただけます。
※「教師用ガイドセット」は原本をご提供します。必要に応じてコピーしてご活用ください。

受検者へ「受検の前に読むしおり」を配付 STEP3

GTEC（3技能）を受検STEP4

受検者全員分をお届けします。受検上の注意点や問題形式などを先生方の負荷なく
受検者に事前に伝えることができます。

実施後，「問題冊子」，「解答・解説集」は復習用にお持ち帰りいただけます。
すぐに答え合わせを行うことで，テストを受けたままにせず，次の学習につなげることができます。

資材のとりまとめ・梱包・返送STEP5

STEP6

資材とともにお届けしている「実施の手引き」を必ずご確認のうえ，ご準備ください。

※詳細はP.3を
　ご確認ください。

◎実施の流れ

ベネッセハイスクールオンラインより問題見本を資料請求していただけます。
https://bhso.Benesse.ne.jp/ ※お申し込みには，学校ID・ログインコードが必要です。

スコアレポート（個人成績票）・
「STEP UPノート」を配付

「教師用帳票」と「インターネットフォルダ
掲載データ」で結果を確認

▲

WEBサポートデスク

0120-350124 通話料無料
https://bhso.benesse.ne.jp/

Benesse High School Online／インターネットフォルダのお問い合わせを承ります。

受付時間／月～金8：00～19：00  土8：00～17：00  祝日，年末・年始を除く

TEL

WEB

※Benesse High School Onlineのご利用には学校ID・ログインコード または 先生
個人ID・パスワードが必要です。 先生個人IDは，Benesse High School Online内
の「個人登録から」発番していただけます。
※インターネットフォルダのご利用は先生個人ID・パスワードにてご利用いただけます。

▼申込書記入例 ▼申込書記入例

◎申込書について

◎実施責任者先生について

FAX送信先 0120-350470（通信料無料）
●検定受検のお申し込みは，「検定受検専用申込書」に必要事項をご記入のうえ，FAXにてお申し込み
ください。電話・WEBからのお申し込みは受け付けられませんのでご了承ください。
●Coreタイプの検定受検（「3技能」のみ）のお申し込みは「Coreタイプ検定受検専用申込書」にてお
申し込みください。
●「4技能」でお申し込みされた場合，今年度同一学年でGTEC SpeakingのCoreタイプを別途お申
し込みいただくことはできません。

検定受検のお申し込み時には，申込書「裏」に記載の「受検規約」をご確認いただき必ず「実施責任者先生」のご署名をい
ただいています。
実施責任者先生とは，「GTEC検定受検規約」に沿って，責任をもって検定受検を実施していただく先生のことです。
ご署名がない場合は，お申し込みを承ることができませんので，必ずフルネームをご記入のうえ，お申し込みください。

Advanced・Basicタイプ
検定受検専用申込書

Coreタイプ検定受検専用申込書

①受検技能数・問題タイプ
②受検者人数
③教師用予備部数
④生徒用スコアレポート校内順位の表示

⑤テスト実施用CD
⑥教師用ガイドセット

必ずご記入ください 必要な場合のみご修正ください
①受検者人数
②教師用予備部数
③生徒用スコアレポート校内順位の表示

④テスト実施用CD
⑤教師用ガイドセット

必ずご記入ください 必要な場合のみご修正ください

◎お申し込み方法



2018年度検定について

2018年度  実施のご案内
全国の先生方の想いとともに，日本の英語教育を支え続けて20年。

※GTEC for STUDENTSをはじめとするGTECシリーズは，「GTEC」に名称を統一いたしました。

スコア型4技能英語検定

目次
● GTECとは ………………………… P.2～3
● 検定受検の時間割について ……………P.4
● 検定受検の実施について ………………P.5

● 検定受検のお申し込みについて…………P.6
● 通常受検の実施について ………………P.7
● 通常受検のお申し込みについて ………P.8

http://www.benesse.co.jp/gtec/

GTEC  入試 検  索

新入試で必要な英語力はもちろん，
留学・高校卒業後も使える
英語力を育む
「読む」「聞く」「書く」「話す」の4技能をスコア型の絶対評
価で測定技能別にスコアの伸びを実感することで生徒の
やる気を引き出します。

825000

特長

オフィシャルスコアを
大学入試に活用できる
多くの大学・短期大学の一般・推薦・AO入試で，GTECのオ
フィシャルスコアが活用されています。最新の入試活用情
報は，各大学・短期大学の入試要項などをご確認ください。

4技能ご請求金額　4，640円（標準受検料　5，040円）
3技能ご請求金額　2，880円（標準受検料　3，080円）／Speaking ご請求金額　1，760円（標準受検料　1，960円）

1回目検定日：6月16日（土） 資材回収日：6月18日（月）

※Advanced・Basicタイプの日程となります。
2回目検定日：9月 1日（土） 資材回収日：9月 3日（月）

3回目検定日：12月1日（土） 資材回収日：12月3日（月）

申込受付期間：4月 2日（月）～  5月11日（金）

申込受付期間：6月  1日（金）～  7月13日（金）

申込受付期間：9月3日（月）～ 10月19日（金）

料金（税込）

①WEBでのお申し込み
「Benesse High School Online」からご利用いただけます。
http://www.bhso.ne.jp/info/sts
 ※お申し込みには，学校ID・ログインコードが必要です。

②お電話でのお申し込み
申込書の内容をお伺いします。最後に復唱しますので，ご確認をお願いします。
0120-350455（通話料無料）

通常受検のお申し込みについて

大学入試センター
大学入試英語
成績提供システム

参加決定

GTEC（3技能）

※申込期限を過ぎてからのお申し込みは受付
　することができません。予めご了承ください。（　　　　 　  　　）

■振替用紙（手数料弊社負担）をご利用のうえ，お申し込みと同時に郵便局よりご送金ください。
■郵便局がお渡しする「振替払込請求書兼受領証」は貴校の控えとなりますので，大切に保管してください。
　2017年3月より，請求書等がBenesse High School Onlineよりダウンロードできるようになりました。

◎ご送金方法

＜弊社教材・サービスにおける個人情報の利用目的・取り扱い＞

弊社教材・サービスでは，各採択校における弊社教材・サービスの利用に際して提供いただく生徒様の個人情報を，当該教材および付随サービス提供
の目的で利用します。
※上記の情報を弊社が提供する他のサービスの情報と併せて，弊社の学習・進路・進学支援のための教材・情報提供サービス等の基礎資料・データと
して利用します。
※統計処理・分析した結果を，同様の目的のために，ベネッセグループ会社または関連会社・教育機関等に情報の取り扱いに関する契約を交わしたうえ
で提供することがあります。
個人情報は学校様および生徒様の意思に基づきご提供いただくものとしますが，不足がある場合弊社からの商品・サービスの提供が行えないことがあ
りますので，あらかじめご了承ください。
弊社は，教材・サービスの目的の範囲内で，個人情報の取り扱いの全部または一部を，自らの責任と負担において第三者に業務委託することがあります
が，その場合には，当該第三者との間において委託契約書を交わし適切な管理をいたします。このような業務委託および法令の定めによる場合を除き，
ご提供いただいた個人情報を，事前の同意なく第三者に提供することは一切ありません。
成績推移データの提供や，毎年の入試結果の総括を行い次年度の入試動向を予測する統計データ等作成のために，一定期間生徒様の情報を保管いた
しますが，その情報の取り扱いにつきましては必要かつ適切な措置を講じて万全の配慮を行います。

株式会社ベネッセコーポレーション
CPO（個人情報保護最高責任者）

〈お問い合わせ先〉
個人情報の取り扱いおよび管理についてのお問い合わせは，全国の先生方からのテスト・教材等のお問い合わせ窓口であるお客様サービスセンターにて，承ります。
0120-350455（通話料無料） 　
受付時間／月～金 8：00～19：00　土 8：00～17：00
（祝日，年末・年始を除く） 
〒700-8686 岡山県岡山市北区南方3-7-17
なお，弊社の個人情報保護方針につきましては，http://www.benesse.co.jp/privacy/に掲載しております。

受付時間／月～金 8：00～19：00　土 8：00～17：00
（祝日，年末・年始を除く）

●お客様サービスセンター
お問い合わせ先

（通話料無料）

NEW

※中学生・高校生対象GTEC見込み受検者数／検定実施+通常実施受検者数（2017年12月時点）+通常実施申込者数（2017
年12月時点）
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受検者数の推移

2017年度

102万人※

受検者数（見込）

通常受検

8

貴校実施日の15日前までにWEBまたはお電話でお申し込みください。お申し込みの時期が実施日の15日
前を切りますと，貴校への問題到着が遅くなる場合もあります。また，専用の申込書にご記入のうえ，FAX
でお申し込みいただくこともできます。

◎お申し込みについて



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Advanced タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

測定しようとする資質・能⼒の
具体的内容 

設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 

科目名及び内容 

・写真など与えられた視覚的情

報をもとに，状況や場面，事物

を描写説明した単文を聞き分

けることができる。 
※義務教育段階の学習内容の定

着度合いも測定 
 

【設問数】10 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
サンプル問題 聞く

こと Part A 

聞 
く 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを

理解したり，概要や要点をとらえたりする。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話

す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりするこ

と。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や

考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりする。 

 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

ア 聞くこと 

(ｱ)強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴を

とらえ，正しく聞き取ること。 



 

 

(ｲ) 自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて，情報を正

確に聞き取ること。 

(3) 言語材料 

(ｱ) 音声 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 

・事前予測ができる情報がない

中で，不意の質問に対する適

当な応答を素早く判断し処理

することができる。 

【設問数】10 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
 

聞 
く 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話

す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりするこ

と。 

・事前に与えられる視覚情報と

音声情報から，その場で求め

られている課題（タスク）を解

決することができる。 

【設問数】10 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
サンプル問題 聞く

こと Part C 聞 
く 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを

理解したり，概要や要点をとらえたりする。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話

す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりするこ

と。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や

考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりする。 

・一定以上の長さの英文を聞き，

事前に与えられる英語の質問

【設問数】10 問 
【出題形式】選択式 

聞 
く 
こ 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 



 

 

に答えるため必要な情報を選

択，適切な判断をすることが

できる。 

※リスニングの試験 
 

と (1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを

理解したり，概要や要点をとらえたりする。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話

す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりするこ

と。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や

考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりする。 

(2) ア 英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら聞い

たり話したりすること。 

 
 

測定しようとする資質・能⼒の
具体的内容 

設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 

科目名及び内容 

・短文の文脈を理解するととも

に，語彙選択上最も適切な表

現を正確に判断することがで

きる。 
※義務教育段階の学習内容の定

着度合いも測定 

【設問数】14 問 
【出題形式】選択式 

読 
む 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注

意しながら読んだり書いたりすること。 

 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

ウ 読むこと 

（ｱ）文字や符号を識別し,正しく読むこと。 



 

 

(ｲ)書かれた内容を考えながら黙読したり,その内容が表現されるよう

に音読すること。 

（ｳ）物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

(3) 言語材料 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 

・与えられた英文の題材につい

て，短時間で全体の概要を理

解することができる。 

【設問数】6 問 
【出題形式】選択式 
サンプル問題 読む

こと Part B-1（概要

把握） 

読 
む 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概

要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注

意しながら読んだり書いたりすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) イ 説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読した

りするなど目的に応じた読み方をする。また，聞き手に伝わるよう

に音読や暗唱を行う。 

・与えられた英文の題材につい

て，短時間で必要な情報を引

き出すことができる。 

【設問数】8 問 
【出題形式】選択式 
サンプル問題 読む

こと Part B-2（情報

検索） 

読 
む 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概

要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注

意しながら読んだり書いたりすること。 

コミュニケーション英語Ⅱ 



 

 

２ 内容 

(1) イ 説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読した

りするなど目的に応じた読み方をする。また，聞き手に伝わるよう

に音読や暗唱を行う。 

(2) イ 論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図表

との関連などを考えながら読んだり書いたりすること。 

・多めの英文について，趣旨に関

する内容や詳細部分の要点を

理解し，必要な情報を読み取

ることができる。 

【設問数】15 問 
【出題形式】選択式 

読 
む 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概

要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注

意しながら読んだり書いたりすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) イ 説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読した

りするなど目的に応じた読み方をする。また，聞き手に伝わるよう

に音読や暗唱を行う。 

(2) イ 論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図表

との関連などを考えながら読んだり書いたりすること。 

 
 
 
 
 
 



 

 

測定しようとする資質・能⼒の
具体的内容 

設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 

科目名及び内容 

・英文を読み上げる形式の出題

で，状況や英文を理解した上

で，正確な発音で音読するこ

とができる。 
※義務教育段階の学習内容の 
定着度合いも測定 

【設問数】2 問 
【出題形式】録音式 

※スピーキングの試

験 
 

話 
す 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話

す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりするこ

と。 

 
コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 
(2) ア 英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら聞い

たり話したりすること。 

 
英語表現Ⅰ 

２ 内容 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話

す速度，声の大きさなどに注意しながら話すこと。 

 
英語表現Ⅱ 

２ 内容 

(2) ア 英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら話す

こと。 

 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 



 

 

イ 話すこと 

(ｱ) 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴

をとらえ，正しく発音すること。 

(3) 言語材料 

(ｱ) 音声 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 

・図示された情報を読み取り，そ

れに関する質問を聞き取った

上で，適切に応答することが

できる。 
※義務教育段階の学習内容の 
定着度合いも測定 

【設問数】4 問 
【出題形式】録音式 

※スピーキングの試

験 
 

話 
す 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどについて，話し合ったり意見の交換をした

りする。 

 
コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどについて，話し合うなどして結論をまとめ

る。 

(1) エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように

話したり書いたりすること。 

 
英語表現Ⅰ 

２ 内容 

(1) ア 与えられた話題について，即興で話す。また，聞き手や目的

に応じて簡潔に話す。 



 

 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどをまとめ，発表する。 

 

英語表現Ⅱ 
２ 内容 

(1) ア 与えられた条件に合わせて，即興で話す。また，伝えたい内

容を整理して論理的に話す。 

(1) ウ 発表の仕方や討論のルール，それらの活動に必要な表現な

どを学習し，実際に活用すること。 

 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

イ 話すこと 

(ｲ) 自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく伝えること。 

(ｳ) 聞いたり読んだりしたことなどについて，問答したり意見を述べ

合ったりなどすること。 

(3) 言語材料 

(ｱ) 音声 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 

・日常的な出来事について，話の

流れを踏まえて相手に伝わる

ように状況を説明することが

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】録音式 

※スピーキングの試

験 

話 
す 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどについて，話し合ったり意見の交換をした



 

 

サンプル問題 話す

こと Part C 
りする。 

 
コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどについて，話し合うなどして結論をまとめ

る。 

(2) エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように

話したり書いたりすること。 

 
英語表現Ⅰ 
２ 内容 

(1) ア 与えられた話題について，即興で話す。また，聞き手や目的

に応じて簡潔に話す。 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどをまとめ，発表する。 

(2) ウ 発表の仕方や発表のために必要な表現などを学習し，実際

に活用すること。 

 
英語表現Ⅱ 
２ 内容 

(1) ア 与えられた条件に合わせて，即興で話す。また，伝えたい内

容を整理して論理的に話す。 

(2) ウ 発表の仕方や討論のルール，それらの活動に必要な表現な

どを学習し，実際に活用すること。 

・身近で社会的なテーマに対し 【設問数】1 問 話 
す 

コミュニケーション英語Ⅰ 



 

 

て，自分の意見とその意見を

サポートする理由を言うこと

ができる。 

【出題形式】録音式 

※スピーキングの試

験 
 

こ 
と 

２ 内容 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話

す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりするこ

と。 

(2) ウ 事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりすること。 

 
コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(2) ア 英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら聞い

たり話したりすること。 

(2) エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように

話したり書いたりすること。 

 
英語表現Ⅰ 
２ 内容 

(1) ア 与えられた話題について，即興で話す。また，聞き手や目的

に応じて簡潔に話す。 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどをまとめ，発表する。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話

す速度，声の大きさなどに注意しながら話すこと。 

(2) ウ 発表の仕方や発表のために必要な表現などを学習し，実際

に活用すること。 

(2) エ 聞いたり読んだりした内容について，そこに示されている

意見を他の意見と比較して共通点や相違点を整理したり，自分の考

えをまとめたりすること。 



 

 

 
英語表現Ⅱ 
２ 内容 

(1) ア 与えられた条件に合わせて，即興で話す。また，伝えたい内

容を整理して論理的に話す。 

(2) ア 英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら話す

こと。 

(2) ウ 発表の仕方や討論のルール，それらの活動に必要な表現な

どを学習し，実際に活用すること。 

  



 

 

 
測定しようとする資質・能⼒の

具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 

科目名及び内容 

・与えられた E メールで問われ

る内容について，限られた時

間の中で適切な回答を表現す

ることができる。 
※義務教育段階の学習内容の 
定着度合いも測定 

【設問数】1 問 
【出題形式】記述式 

書 
く 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどについて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注

意しながら読んだり書いたりすること。 
 
コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどについて，まとまりのある文章を書く。 

(2) エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように

話したり書いたりすること。 

 
英語表現Ⅰ 

２ 内容 

(1) イ 読み手や目的に応じて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注

意しながら書くこと。また，書いた内容を読み返すこと。 

 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 



 

 

エ 書くこと 

(ｱ)文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書くこ

と。 

(ｲ)語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

(ｳ)聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり，感想，賛否や

その理由を書いたりなどすること。 

(ｴ)身近な場面における出来事や体験したことなどについて，自分の考

えや気持ちなどを書くこと。 

(ｵ)自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように，文と文の

つながりなどに注意して文章を書くこと。 

・与えられた話題について，限ら

れた時間の中で自分の意見を

説得力を持って表現すること

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】記述式 
サンプル問題 書く 
こと Part B 

書 
く 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどについて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注

意しながら読んだり書いたりすること。 

 
コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどについて，まとまりのある文章を書く。 

(2) イ 論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図表

との関連などを考えながら読んだり書いたりすること。 

(2) エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように

話したり書いたりすること。 

 



 

 

英語表現Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 読み手や目的に応じて，簡潔に書く。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注

意しながら書くこと。また，書いた内容を読み返すこと。 

 
英語表現Ⅱ 
２ 内容 

(2) イ 論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図表

との関連，表現の工夫などを考えながら書くこと。また，書いた内

容を読み返して推敲すること。 

 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Basic タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

測定しようとする資質・能⼒の
具体的内容 

設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 

科目名及び内容 

・写真など与えられた視覚的情

報をもとに，状況や場面，事物

を描写説明した単文を聞き分

けることができる。 
※義務教育段階の学習内容の定

着度合いも測定 
 

【設問数】10 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
サンプル問題 聞く

こと Part A 

聞 
く 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを

理解したり，概要や要点をとらえたりする。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話

す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりするこ

と。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や

考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりする。 

 
中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

ア 聞くこと 

(ｱ)強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴を

とらえ，正しく聞き取ること。 



 

 
 

(ｲ) 自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて，情報を正

確に聞き取ること。 

(3) 言語材料 

(ｱ) 音声 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 

・事前予測ができる情報がない

中で，不意の質問に対する適

当な応答を素早く判断し処理

することができる。 

【設問数】10 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
 

聞 
く 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話

す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりするこ

と。 

 

 

・事前に与えられる視覚情報と

音声情報から，その場で求め

られている課題（タスク）を解

決することができる。 

【設問数】10 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
サンプル問題 聞く

こと Part C 聞 
く 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを

理解したり，概要や要点をとらえたりする。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話

す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりするこ

と。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や

考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりする。 



 

 
 

・一定以上の長さの英文を聞き，

事前に与えられる英語の質問

に答えるため必要な情報を選

択，適切な判断をすることが

できる。 

【設問数】10 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
 

聞 
く 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを

理解したり，概要や要点をとらえたりする。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話

す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりするこ

と。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や

考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりする。 

(2) ア 英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら聞い

たり話したりすること。 

 
測定しようとする資質・能⼒の

具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 

科目名及び内容 

・短文の文脈を理解するととも

に，語彙選択上最も適切な表

現を正確に判断することがで

きる。 
※義務教育段階の学習内容の定

着度合いも測定 

【設問数】14 問 
【出題形式】選択式 

読 
む 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注

意しながら読んだり書いたりすること。 

 
中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 



 

 
 

ウ 読むこと 

（ｱ）文字や符号を識別し,正しく読むこと。 

(ｲ)書かれた内容を考えながら黙読したり,その内容が表現されるよう

に音読すること。 

（ｳ）物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

 

(3) 言語材料 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 

・与えられた英文の題材につい

て，短時間で全体の概要を理

解することができる。 

【設問数】6 問 
【出題形式】選択式 
サンプル問題 読む

こと Part B（概要把

握） 

読 
む 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概

要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注

意しながら読んだり書いたりすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) イ 説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読した

りするなど目的に応じた読み方をする。また，聞き手に伝わるよう

に音読や暗唱を行う。 

・与えられた英文の題材につい

て，短時間で必要な情報を引

き出すことができる。 

【設問数】8 問 
【出題形式】選択式 
サンプル問題 読む

こと Part B（情報検

読 
む 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概

要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 



 

 
 

索） (2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注

意しながら読んだり書いたりすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) イ 説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読した

りするなど目的に応じた読み方をする。また，聞き手に伝わるよう

に音読や暗唱を行う。 

(2) イ 論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図表

との関連などを考えながら読んだり書いたりすること。 

・多めの英文について，趣旨に関

する内容や詳細部分の要点を

理解し，必要な情報を読み取

ることができる。 

【設問数】15 問 
【出題形式】選択式 

読 
む 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概

要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注

意しながら読んだり書いたりすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) イ 説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読した

りするなど目的に応じた読み方をする。また，聞き手に伝わるよう

に音読や暗唱を行う。 

(2) イ 論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図表

との関連などを考えながら読んだり書いたりすること。 

 
 



 

 
 

 
 
 
 

測定しようとする資質・能⼒の
具体的内容 

設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 

科目名及び内容 

・英文を読み上げる形式の出題

で，状況や英文を理解した上

で，正確な発音で音読するこ

とができる。 
※義務教育段階の学習内容の 
定着度合いも測定 

【設問数】2 問 
【出題形式】録音式 

※スピーキングの試

験 
 

話 
す 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話

す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりするこ

と。 

 
コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 
(2) ア 英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら聞い

たり話したりすること。 

 
英語表現Ⅰ 

２ 内容 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話

す速度，声の大きさなどに注意しながら話すこと。 

 
英語表現Ⅱ 

２ 内容 



 

 
 

(3) ア 英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら話す

こと。 

 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

イ 話すこと 

(ｱ) 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴

をとらえ，正しく発音すること。 

(3) 言語材料 

(ｱ) 音声 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 

・図示された情報を読み取り，そ

れに関する質問を聞き取った

上で，適切に応答することが

できる。 
※義務教育段階の学習内容の 
定着度合いも測定 

【設問数】4 問 
【出題形式】録音式 

※スピーキングの試

験 
 

話 
す 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどについて，話し合ったり意見の交換をした

りする。 

 
コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどについて，話し合うなどして結論をまとめ

る。 



 

 
 

(1) エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように

話したり書いたりすること。 

 
英語表現Ⅰ 

２ 内容 

(1) ア 与えられた話題について，即興で話す。また，聞き手や目的

に応じて簡潔に話す。 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどをまとめ，発表する。 

 

英語表現Ⅱ 
２ 内容 

(1) ア 与えられた条件に合わせて，即興で話す。また，伝えたい内

容を整理して論理的に話す。 

(1) ウ 発表の仕方や討論のルール，それらの活動に必要な表現な

どを学習し，実際に活用すること。 

 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

イ 話すこと 

(ｲ) 自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく伝えること。 

(ｳ) 聞いたり読んだりしたことなどについて，問答したり意見を述べ

合ったりなどすること。 

(3) 言語材料 

(ｱ) 音声 



 

 
 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 

・日常的な出来事について，話の

流れを踏まえて相手に伝わる

ように状況を説明することが

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】録音式 

※スピーキングの試

験 
サンプル問題 話す

こと Part C 

話 
す 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどについて，話し合ったり意見の交換をした

りする。 

 
コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどについて，話し合うなどして結論をまとめ

る。 

(2) エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように

話したり書いたりすること。 

 
英語表現Ⅰ 
２ 内容 

(1) ア 与えられた話題について，即興で話す。また，聞き手や目的

に応じて簡潔に話す。 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどをまとめ，発表する。 

(2) ウ 発表の仕方や発表のために必要な表現などを学習し，実際

に活用すること。 

 



 

 
 

 
英語表現Ⅱ 
２ 内容 

(1) ア 与えられた条件に合わせて，即興で話す。また，伝えたい内

容を整理して論理的に話す。 

(2) ウ 発表の仕方や討論のルール，それらの活動に必要な表現な

どを学習し，実際に活用すること。 

・身近で社会的なテーマに対し

て，自分の意見とその意見を

サポートする理由を言うこと

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】録音式 

※スピーキングの試

験 
 

話 
す 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話

す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりするこ

と。 

(2) ウ 事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりすること。 

 
コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(2) ア 英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら聞い

たり話したりすること。 

(2) エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように

話したり書いたりすること。 

 
英語表現Ⅰ 
２ 内容 

(1) ア 与えられた話題について，即興で話す。また，聞き手や目的

に応じて簡潔に話す。 



 

 
 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどをまとめ，発表する。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話

す速度，声の大きさなどに注意しながら話すこと。 

(2) ウ 発表の仕方や発表のために必要な表現などを学習し，実際

に活用すること。 

(2) エ 聞いたり読んだりした内容について，そこに示されている

意見を他の意見と比較して共通点や相違点を整理したり，自分の考

えをまとめたりすること。 

 
英語表現Ⅱ 
２ 内容 

(1) ア 与えられた条件に合わせて，即興で話す。また，伝えたい内

容を整理して論理的に話す。 

(2) ア 英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら話す

こと。 

(2) ウ 発表の仕方や討論のルール，それらの活動に必要な表現な

どを学習し，実際に活用すること。 

 
測定しようとする資質・能⼒の

具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 

科目名及び内容 

・与えられた E メールで問われ

る内容について，限られた時

間の中で適切な回答を表現す

ることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】記述式 

書 
く 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどについて，簡潔に書く。 



 

 
 

※義務教育段階の学習内容の 
定着度合いも測定 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注

意しながら読んだり書いたりすること。 
 
コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどについて，まとまりのある文章を書く。 

(2) エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように

話したり書いたりすること。 

 
英語表現Ⅰ 

２ 内容 

(1) イ 読み手や目的に応じて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注

意しながら書くこと。また，書いた内容を読み返すこと。 

 
中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

エ 書くこと 

(ｱ)文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書くこ

と。 

(ｲ)語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

(ｳ)聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり，感想，賛否や

その理由を書いたりなどすること。 

(ｴ)身近な場面における出来事や体験したことなどについて，自分の考



 

 
 

えや気持ちなどを書くこと。 

(ｵ)自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように，文と文

のつながりなどに注意して文章を書くこと。 

・与えられた話題について，限ら

れた時間の中で自分の意見を

説得力を持って表現すること

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】記述式 
サンプル問題 書く 
こと Part B 

書 
く 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどについて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注

意しながら読んだり書いたりすること。 

 
コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどについて，まとまりのある文章を書く。 

(2) イ 論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図表

との関連などを考えながら読んだり書いたりすること。 

(2) エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように

話したり書いたりすること。 

 
英語表現Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 読み手や目的に応じて，簡潔に書く。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注

意しながら書くこと。また，書いた内容を読み返すこと。 

 
英語表現Ⅱ 



 

 
 

２ 内容 

(2) イ 論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図表

との関連，表現の工夫などを考えながら書くこと。また，書いた内

容を読み返して推敲すること。 

 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Core タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 

科目名及び内容 

・イラストなど与えられた視覚

的情報をもとに，状況や場

面，事物を描写説明した単文

を聞き分けることができる。 
※義務教育段階の学習内容の

定着度合いも測定 
 

【設問数】8 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
サンプル問題「聞くこ

と」Part A 

聞 
く 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1)ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解し

たり，概要や要点をとらえたりする。 

(2)ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，

声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

ア 聞くこと 

(ｱ)強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴をと

らえ，正しく聞き取ること。 

(ｲ) 自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて，情報を正確

に聞き取ること。 

(3) 言語材料 

(ｱ) 音声 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 



 

 
 

・事前予測ができる情報がない

中で，不意の質問に対する適

当な応答を素早く判断し処

理することができる。 
※義務教育段階の学習内容の

定着度合いも測定 
 

【設問数】8 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
 

聞 
く 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(2)ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速

度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。 

 

中学校学習指導要領 外国語 

２ 内容 

(1) 言語活動 

ア 聞くこと 

（ｲ）自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて，情報を正確

に聞き取ること。 

（ｳ）質問や依頼などを聞いて適切に応じること。 

(3) 言語材料 

(ｱ) 音声 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 

・事前に与えられる視覚情報と

音声情報から，その場で求め

られている課題（タスク）を

解決することができる。 
※義務教育段階の学習内容の

定着度合いも測定 

【設問数】8 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
サンプル問題「聞くこ

と」Part C 

聞 
く 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1)ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解し

たり，概要や要点をとらえたりする。 

(2)ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速

度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。 

 

 

 



 

 
 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

ア 聞くこと 

(ｵ）まとまりのある英語を聞いて，概要や要点を適切に聞き取ること。 

(3) 言語材料 

(ｱ) 音声 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 

・一定以上の長さの英文を聞

き，事前に与えられる英語の

質問に答えるため必要な情

報を選択，適切な判断をする

ことができる。 
※義務教育段階の学習内容の

定着度合いも測定 

【設問数】8 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
 

聞 
く 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1)ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解し

たり，概要や要点をとらえたりする。 

(2)ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，

声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

ア 聞くこと 

(ｵ）まとまりのある英語を聞いて，概要や要点を適切に聞き取ること。 

(3) 言語材料 

(ｱ) 音声 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 



 

 
 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 

科目名及び内容 

・短文の文脈を理解するととも

に，語彙選択上最も適切な表

現を正確に判断することが

できる。 
※義務教育段階の学習内容の

定着度合いも測定 

【設問数】10 問 
【出題形式】選択式 
 

読 
む 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(2)イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しな

がら読んだり書いたりすること。 

 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

ウ 読むこと 

（ｱ）文字や符号を識別し,正しく読むこと。 

(ｲ)書かれた内容を考えながら黙読したり,その内容が表現されるように

音読すること。 

（ｳ）物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

 

(3) 言語材料 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 

 

 

 

 

 



 

 
 

・与えられた英文の題材につい

て，短時間で必要な情報を引

き出すことができる。 
※義務教育段階の学習内容の

定着度合いも測定 

【設問数】8 問 
【出題形式】選択式 
 
サンプル問題 「読む

こと」Part B-1（情報検

索） 

読 
む 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1)イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や

要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

(2)イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しな

がら読んだり書いたりすること。 

 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

ウ 読むこと 

（ｳ）物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

(3) 言語材料 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 

 

・与えられた英文の題材につい

て，短時間で全体の概要を理

解することができる。 
※義務教育段階の学習内容の

定着度合いも測定 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 
 
サンプル問題 「読む

こと」Part B-2（概要把

握） 

読 
む 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1)イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や

要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

(2)イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しな

がら読んだり書いたりすること。 

 
 
 



 

 
 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

ウ 読むこと 

(ｳ）物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

(3) 言語材料 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 

・多めの英文について，趣旨に

関する内容や詳細部分の要

点を理解し，必要な情報を読

み取ることができる。 
※義務教育段階の学習内容の

定着度合いも測定 

【設問数】8 問 
【出題形式】選択式 
 

読 
む 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点

をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意し

ながら読んだり書いたりすること。 

 
中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

ウ 読むこと 

（ｳ）物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

(3) 言語材料 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 



 

 
 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 

科目名及び内容 

・英文を読み上げる形式の出題

で，状況や英文を理解した上

で，正確な発音で音読するこ

とができる。 
※義務教育段階の学習内容の 

定着度合いも測定 

【設問数】2 問 
【出題形式】録音式 
 
※スピーキングの試験 

話 
す 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(2)ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，

声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。 

 
英語表現Ⅰ 
２ 内容 

(2)ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，

声の大きさなどに注意しながら話すこと。 

 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

イ 話すこと 

(ｱ) 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴を

とらえ，正しく発音すること。 

(3) 言語材料 

(ｱ) 音声 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 

 

 



 

 
 

・図示された情報を読み取り，

それに関する質問を聞き取

った上で，適切に応答するこ

とができる。 
※義務教育段階の学習内容の 

定着度合いも測定 

【設問数】4 問 
【出題形式】録音式 
 
※スピーキングの試験 

話 
す 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1)ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，

情報や考えなどについて，話し合ったり意見の交換をしたりする。 

 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

イ 話すこと 

(ｲ) 自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく伝えること。 

(ｳ) 聞いたり読んだりしたことなどについて，問答したり意見を述べ

合ったりなどすること。 

(3) 言語材料 

(ｱ) 音声 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

・日常的な出来事について，話

の流れを踏まえて相手に伝

わるように状況を説明する

ことができる。 
※義務教育段階の学習内容の

定着度合いも測定 

【設問数】1 問 
【出題形式】録音式 
 
※スピーキングの試験 
 
サンプル問題 「話す

こと」Part C 

話 
す 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1)ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づ

き，情報や考えなどについて，話し合ったり意見の交換をしたりする。 

英語表現Ⅰ 

２ 内容 

(1)ア 与えられた話題について，即興で話す。また，聞き手や目的に応

じて簡潔に話す。 

(1)ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，

情報や考えなどをまとめ，発表する。 

(2)ウ 発表の仕方や発表のために必要な表現などを学習し，実際に活用

すること。 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

イ 話すこと 

(ｱ) 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴を

とらえ，正しく発音すること。 

(ｲ) 自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく伝えること。 

(ｴ) つなぎ言葉を用いるなどのいろいろな工夫をして話を続けること。 

(3) 言語材料 

(ｱ) 音声 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 

 



 

 
 

・身近で社会的なテーマに対し

て，自分の意見とその意見を

サポートする理由を言うこ

とができる。 

※義務教育段階の学習内容の 

定着度合いも測定 

【設問数】1問 

【出題形式】録音式 

 

※スピーキングの試験 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

話 
す 
こ 
と 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(2)ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，

声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。 

(2)ウ 事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりすること。 

 

英語表現Ⅰ 
２ 内容 

(1)ア 与えられた話題について，即興で話す。また，聞き手や目的に応

じて簡潔に話す。 

(1)ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，

情報や考えなどをまとめ，発表する。 

(2)ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，

声の大きさなどに注意しながら話すこと。 

(2)ウ 発表の仕方や発表のために必要な表現などを学習し，実際に活用

すること。 

(2)エ 聞いたり読んだりした内容について，そこに示されている意見を

他の意見と比較して共通点や相違点を整理したり，自分の考えをまとめた

りすること。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 話 
 す 
 こ 
 と 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

イ 話すこと 

(ｱ) 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴を

とらえ，正しく発音すること。 

(ｲ) 自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく伝えること。 

(ｴ) つなぎ言葉を用いるなどのいろいろな工夫をして話を続けること。 

(ｵ) 与えられたテーマについて簡単なスピーチをすること。 

(3) 言語材料 

(ｱ) 音声 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

測定しようとする資質・能⼒の
具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・与えられた E メールで問われ

る内容について，限られた時

間の中で適切な回答を表現す

ることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

書 
く 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 
(1)エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，

情報や考えなどについて，簡潔に書く。 

(2)イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しなが

ら読んだり書いたりすること。 

英語表現Ⅰ 
２ 内容 

(1)イ 読み手や目的に応じて，簡潔に書く。 

(2)イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しなが

ら書くこと。また，書いた内容を読み返すこと。 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

エ 書くこと 

(ｱ)文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 

(ｲ)語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

(ｳ)聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり，感想，賛否やそ

の理由を書いたりなどすること。 

(ｴ)身近な場面における出来事や体験したことなどについて，自分の考え

や気持ちなどを書くこと。 

(ｵ)自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように，文と文のつ

ながりなどに注意して文章を書くこと。 



 

 
 

・与えられた話題について，限ら

れた時間の中で自分の意見を

説得力を持って表現すること

ができる。 
※義務教育段階の学習内容の定 

着度合いも測定 

【設問数】1 問 
【出題形式】記述式 
 
サンプル問題「書く

こと」Part B 

書 
く 
こ 
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1)エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，

情報や考えなどについて，簡潔に書く。 

(2)イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しなが

ら読んだり書いたりすること。 

 

英語表現Ⅰ 
２ 内容 

(1)イ 読み手や目的に応じて，簡潔に書く。 

(2)イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しなが

ら書くこと。また，書いた内容を読み返すこと。 

 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

エ 書くこと 

(ｱ)文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 

(ｲ)語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

(ｳ)聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり，感想，賛否やその

理由を書いたりなどすること。 

(ｴ)身近な場面における出来事や体験したことなどについて，自分の考えや

気持ちなどを書くこと。 

(ｵ)自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように，文と文のつな

がりなどに注意して文章を書くこと。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Advanced タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「聞くこと」Part A 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

写真など与えられた視覚的情報をもとに，状況や場面，事物を描写説明した単文を聞き分け

る力を測定する問題です。キーワードを聞き取れるか，基本的なリスニング力が試されます。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

 〇  
      

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

 〇   
        

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

 〇    
          

サ ン プ ル

問題  

 

［スクリプト］ 

 

解答例 B 

  



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，概要や

要点をとらえたりする。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさ

などに注意しながら聞いたり話したりすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や考えなどを理解し

たり，概要や要点をとらえたりする。 

 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Advanced タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「聞くこと」Part C 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

事前に与えられる視覚情報と音声情報から，その場で求められている課題（タスク）を解決

する力を測定する問題です。場面設定が「ホームステイ中」「海外から来た留学生とのやりと

り」などに設定されています。英語で指示を与えられて行動するという実際の英語でのやり

とりに近い感覚を体感できます。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

Q23  〇 
      

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

Q23 〇   
       

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

Q23 〇    
            

サ ン プ ル

問題  

 

［スクリプト］ 

 

解答例 D 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，概要や

要点をとらえたりする。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさ

などに注意しながら聞いたり話したりすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や考えなどを理解し

たり，概要や要点をとらえたりする。 

 

 

 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Advanced タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「読むこと」Part B-1 概要把握 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

与えられた英文の題材について，短時間で全体の概要を理解する力を測定する問題です。英

語の新聞や雑誌の記事を模した英文を題材にしています。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  〇 
       

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

 〇   
        

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

  〇   
         

サ ン プ ル

問題  

  

解答例 C 

  



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえ

たりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだり

書いたりすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) イ 説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読したりするなど目的に応

じた読み方をする。また，聞き手に伝わるように音読や暗唱を行う。 

 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Advanced タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「読むこと」Part B-2 情報検索 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

与えられた英文の題材について，短時間で必要な情報を引き出す力を測定する問題です。英

語の広告や案内などを模した題材としています。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

Q27  〇 
Q28  〇 

         

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

Q27 〇   
Q28 〇   

         

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

Q27  〇   
Q28  〇   

       

サ ン プ ル

問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答例 B, B 

  



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえ

たりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだり

書いたりすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) イ 説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読したりするなど目的に応

じた読み方をする。また，聞き手に伝わるように音読や暗唱を行う。 

(2) イ 論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図表との関連などを考え

ながら読んだり書いたりすること。 

 

 

 

 

 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Advanced タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「話すこと」Part C 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

日常的な出来事について，話の流れを踏まえて相手に伝わるように状況を説明する力を測定

する問題です。日常生活や学校，留学場面などの設定による出題となっています。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  〇 
         

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

   〇 
（録音式） 

       

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

   〇  
          

サ ン プ ル

問題 

Part C は４コマイラストの問題です。これから画面に表示される１コマめから４コマめのす

べてのイラストについて、ストーリーを英語で話してください。はじめに準備時間が３０秒

あります。解答時間は１分です。この Part には例題はありません。録音開始の音が鳴って

から解答を始めてください。 

 

あなたは、先日ある少年が経験したことを、留学生の友だちに話すことになりました。相手

に伝わるように英語で話してください。（準備時間３０秒／解答時間１分） 

 

 

解答例 The other day a boy got up late in the morning. He didn’t want to be late for school, so 

he rushed to the station. Luckily, he made it to the train on time. He was very relieved. 

However, when he got off the train he realized that he forgot his bag on the train. So, he 

asked the station staff about it. 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え

などについて，話し合ったり意見の交換をしたりする。 

 
コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え

などについて，話し合うなどして結論をまとめる。 

(2) エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように話したり書いたりす

ること。 

 
英語表現Ⅰ 
２ 内容 

(1) ア 与えられた話題について，即興で話す。また，聞き手や目的に応じて簡潔に話

す。 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え

などをまとめ，発表する。 

(2) ウ 発表の仕方や発表のために必要な表現などを学習し，実際に活用すること。 

 
英語表現Ⅱ 
２ 内容 

(1) ア 与えられた条件に合わせて，即興で話す。また，伝えたい内容を整理して論理的

に話す。 

(2) ウ 発表の仕方や討論のルール，それらの活動に必要な表現などを学習し，実際に

活用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Advanced タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「書くこと」Part B 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

与えられた話題について，限られた時間の中で自分の意見を説得力を持って表現する力を測

定する問題です。社会との接点を通して，個人の経験や他の事例をもとに自分の意見と理由

を述べることに適した題材を出題します。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  〇 
     

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

   〇 
       

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

    〇 
      

サ ン プ ル

問題 

 

 

  
 

解答例 

 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え

などについて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだり

書いたりすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え

などについて，まとまりのある文章を書く。 

(2) イ 論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図表との関連などを考え

ながら読んだり書いたりすること。 

(2) エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように話したり書いたりす

ること。 

 

英語表現Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 読み手や目的に応じて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら書くこと。

また，書いた内容を読み返すこと。 

 

英語表現Ⅱ 
２ 内容 

(2) イ 論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図表との関連，表現の工

夫などを考えながら書くこと。また，書いた内容を読み返して推敲すること。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Basic タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「聞くこと」Part A 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

イラストなど与えられた視覚的情報をもとに，状況や場面，事物を描写説明した単文を聞き

分ける力を測定する問題です。キーワードを聞き取れるか，基本的なリスニング力が試され

ます。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

 〇  
     

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

 〇   
      

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

 〇    
       

サ ン プ ル

問題  

 

［スクリプト］ 

 

解答例 B 

  



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，概要や

要点をとらえたりする。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさ

などに注意しながら聞いたり話したりすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や考えなどを理解し

たり，概要や要点をとらえたりする。 

 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Basic タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「聞くこと」Part C 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

事前に与えられる視覚情報と音声情報から，その場で求められている課題（タスク）を解決

する力を測定する問題です。場面設定が「ホームステイ中」「海外から来た留学生とのやりと

り」などに設定されています。英語で指示を与えられて行動するという実際の英語でのやり

とりに近い感覚を体感できます。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

Q27  〇 
      

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

Q27 〇   
       

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

Q27 〇    
       

サ ン プ ル

問題  

 

［スクリプト］ 

 

解答例 A 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，概要や

要点をとらえたりする。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさ

などに注意しながら聞いたり話したりすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や考えなどを理解し

たり，概要や要点をとらえたりする。 

 

 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Basic タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「読むこと」Part B 概要把握 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

与えられた英文の題材について，短時間で全体の概要を理解する力を測定する問題です。英

語の新聞や雑誌の記事を模した英文を題材にしています。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  〇 
      

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

 〇   
       

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

  〇   
       

サ ン プ ル

問題  

 

解答例 A 

  



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえ

たりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだり

書いたりすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) イ 説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読したりするなど目的に応

じた読み方をする。また，聞き手に伝わるように音読や暗唱を行う。 

 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Basic タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「読むこと」Part B 情報検索 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

与えられた英文の題材について，短時間で必要な情報を引き出す力を測定する問題です。英

語の広告や案内などを模した題材としています。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

Q17  〇 
Q18  〇 

       

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

Q17 〇   
Q18 〇   

             

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

Q17  〇   
Q18  〇   

         

サ ン プ ル

問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答例 A, A 

  



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえ

たりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだり

書いたりすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) イ 説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読したりするなど目的に応

じた読み方をする。また，聞き手に伝わるように音読や暗唱を行う。 

(2) イ 論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図表との関連などを考え

ながら読んだり書いたりすること。 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Basic タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「話すこと」Part C 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

日常的な出来事について，話の流れを踏まえて相手に伝わるように状況を説明する力を測定

する問題です。日常生活や学校，留学場面などの設定による出題となっています。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  〇 
       

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

   〇 
（録音式） 

        

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

   〇  
         

サ ン プ ル

問題 

Part C は４コマイラストの問題です。これから画面に表示される１コマめから４コマめのす

べてのイラストについて、ストーリーを英語で話してください。はじめに準備時間が３０秒

あります。解答時間は１分です。この Part には例題はありません。録音開始の音が鳴って

から解答を始めてください。 

 

あなたは、先日ある少年が経験したことを、留学生の友だちに話すことになりました。相手

に伝わるように英語で話してください。（準備時間３０秒／解答時間１分） 

 
解答例 The other day a boy got up late in the morning. He didn’t want to be late for school, so 

he rushed to the station. Luckily, he made it to the train on time. He was very relieved. 

However, when he got off the train he realized that he forgot his bag on the train. So, he 

asked the station staff about it.  



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え

などについて，話し合ったり意見の交換をしたりする。 

 
コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え

などについて，話し合うなどして結論をまとめる。 

(2) エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように話したり書いたりす

ること。 

 
英語表現Ⅰ 
２ 内容 

(1) ア 与えられた話題について，即興で話す。また，聞き手や目的に応じて簡潔に話

す。 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え

などをまとめ，発表する。 

(2) ウ 発表の仕方や発表のために必要な表現などを学習し，実際に活用すること。 

 
英語表現Ⅱ 
２ 内容 

(1) ア 与えられた条件に合わせて，即興で話す。また，伝えたい内容を整理して論理的

に話す。 

(2) ウ 発表の仕方や討論のルール，それらの活動に必要な表現などを学習し，実際に

活用すること。 

 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Basic タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「書くこと」Part B 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

与えられた話題について，限られた時間の中で自分の意見を説得力を持って表現する力を測

定する問題です。社会との接点を通して，個人の経験や他の事例をもとに自分の意見と理由

を述べることに適した題材を出題します。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  〇 
      

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

   〇 
       

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

    〇 
        

サ ン プ ル

問題 

 

 

  
 

解答例 

 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え

などについて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだり

書いたりすること。 

 
コミュニケーション英語Ⅱ 
２ 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え

などについて，まとまりのある文章を書く。 

(2) イ 論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図表との関連などを考え

ながら読んだり書いたりすること。 

(2) エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように話したり書いたりす

ること。 

 
英語表現Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 読み手や目的に応じて，簡潔に書く。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら書くこと。

また，書いた内容を読み返すこと。 

 
英語表現Ⅱ 
２ 内容 

(2) イ 論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図表との関連，表現の工

夫などを考えながら書くこと。また，書いた内容を読み返して推敲すること。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Core タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号：「聞くこと」Part A 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

イラストなど与えられた視覚的情報をもとに，状況や場面，事物を描写説明した単文を聞き

分ける力を測定する問題です。キーワードを聞き取れるか，基本的なリスニング力が試され

ます。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

 〇  
        

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

 〇   
        

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

 〇    
        

サ ン プ ル

問題  

 

［スクリプト］ 

 

解答例 C 

  



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，概要や

要点をとらえたりする。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさ

などに注意しながら聞いたり話したりすること。 

 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

ア 聞くこと 

(ｱ) 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ，正し

く聞き取ること。 

(ｲ) 自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて，情報を正確に聞き取るこ

と。 

(3) 言語材料 

(ｱ) 音声 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 

 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Core タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号：「聞くこと」Part C 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

事前に与えられる視覚情報と音声情報から，その場で求められている課題（タスク）を解決

する力を測定する問題です。場面設定が「ホームステイ中」「海外から来た留学生とのやりと

り」などに設定されています。英語で指示を与えられて行動するという実際の英語でのやり

とりに近い感覚を体感できます。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

Q21  〇 
       

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

Q21 〇   
       

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

Q21 〇    
          

サ ン プ ル

問題 

 

 

［スクリプト］ 

 

解答例 C 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，概要や

要点をとらえたりする。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさ

などに注意しながら聞いたり話したりすること。 

 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

ア 聞くこと 

（ｵ）まとまりのある英語を聞いて，概要や要点を適切に聞き取ること。 

(3) 言語材料 

(ｱ) 音声 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 

 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Core タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号：「読むこと」Part B-1 情報検索 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

与えられた英文の題材について，短時間で必要な情報を引き出す力を測定する問題です。英

語の広告や案内などを模した題材としています。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

Q17  〇 
Q18  〇 

      

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

Q17 〇   
Q18 〇   

 

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

Q17  〇   
Q18  〇   

             

サ ン プ ル

問題 

 

 

 

解答例 A，C 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，  概要や要点をとら

えたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだり

書いたりすること。 

 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

ウ 読むこと 

（ｳ）物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

(3) 言語材料 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 

 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Core タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号：「読むこと」Part B-2 概要把握 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

与えられた英文の題材について，短時間で全体の概要を理解する力を測定する問題です。英

語の新聞や雑誌の記事を模した英文を題材にしています。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  〇 

         

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

 〇   

        

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

  〇   

          

サ ン プ ル

問題 

 

 

解答例 B 

  



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえ

たりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだり

書いたりすること。 

 
中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

ウ 読むこと 

（ｳ）物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

(3) 言語材料 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 

 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Core タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号：「話すこと」Part C 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

日常的な出来事について，話の流れを踏まえて相手に伝わるように状況を説明する力を測定

する問題です。日常生活や学校、留学場面などの設定による出題となっています。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  〇 
       

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

   〇 
（録音式） 

        

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

   〇  
        

サ ン プ ル

問題 

 

 

解答例 I was looking for my cat. / I found it in a tree. / I showed some food to the cat. / The cat 

came down from the tree. 

  



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え

などについて，話し合ったり意見の交換をしたりする。 

 

英語表現Ⅰ 
２ 内容 

(1) ア 与えられた話題について，即興で話す。また，聞き手や目的に応じて簡潔に話

す。 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え

などをまとめ，発表する。 

(2) ウ 発表の仕方や発表のために必要な表現などを学習し，実際に活用すること。 

 
中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

イ 話すこと 

(ｱ) 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ，正し

く発音すること。 

(ｲ) 自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく伝えること。 

(ｴ) つなぎ言葉を用いるなどのいろいろな工夫をして話を続けること。 

(3) 言語材料 

(ｱ) 音声 

(ｲ) 文字及び符号 

(ｳ) 語，連語及び慣用表現 

(ｴ) 文法事項（本項目で規定されているものはすべて対象） 

 

 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Core タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号：「書くこと」Part B 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

与えられた話題について，限られた時間の中で自分の意見を説得力を持って表現する力を測

定する問題です。日常生活の中から，個人が経験したことをもとに自分の意見と理由を述べ

ることに適した題材を出題します。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  〇 
        

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

   〇 
        

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

    〇 
          

サ ン プ ル

問題 

 

 

解答例 

 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え

などについて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだり

書いたりすること。 

 

英語表現Ⅰ 
２ 内容 

(1) イ 読み手や目的に応じて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら書くこと。

また，書いた内容を読み返すこと。 

 

中学校学習指導要領 外国語 
２ 内容 

(1) 言語活動 

エ 書くこと 

(ｱ) 文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。 

(ｲ) 語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

(ｳ) 聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり，感想，賛否やその理由を書

いたりなどすること。 

(ｴ) 身近な場面における出来事や体験したことなどについて，自分の考えや気持ちな

どを書くこと。 

(ｵ) 自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように，文と文のつながりなど

に注意して文章を書くこと。 
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